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はじめに
このたびは，シリアルバス信号解析機能付きディジタルオシロスコープDL1700Eシリー
ズ(DL1735E/DL1740E/DL1740EL(/F5オプション*))をお買い上げいただきましてあり
がとうございます。このユーザーズマニュアルは，シリアルバス信号解析機能(I2Cバス信
号解析機能/SPIバス信号解析機能)についてのみ説明しています。DL1700シリーズのその
他の機能，操作方法，取扱上の注意などについては，以下の取扱説明書をご覧ください。

マニュアル名 マニュアルNo. 内容

DL1700Eシリーズ IM 701730-01 DL1700Eシリーズの通信機能を除く全
ユーザーズマニュアル 機能とその操作方法について説明してい

ます。

DL1700Eシリーズ IM 701730-02 機能と基本的な操作について，簡略化し
オペレーションガイド て説明しています。

DL1700Eシリーズ IM 701730-17 通信インタフェースの機能について説明
通信インタフェースユーザーズ しています。
マニュアル(CD-ROM)

* /F5オプション ： I2Cバス信号解析機能＋SPIバス信号解析機能付きのモデル

ご注意
●本書の内容は，性能・機能の向上などにより，将来予告なしに変更することがあります。
また，実際の画面表示内容が本書に記載の画面表示内容と多少異なることがあります。

●本書の内容に関しては万全を期していますが，万一ご不審の点や誤りなどお気づきのこ
とがありましたら，お手数ですが，当社支社・支店・営業所までご連絡ください。

●本書の内容の全部または一部を無断で転載，複製することは禁止されています。
●本製品のTCP/IPソフトウエア，およびTCP/IPソフトウエアに関するドキュメントは，
カリフォルニア大学からライセンスされたBSD Networking Software，Release 1を
もとに当社で開発/作成したものです。

商標
●Microsoft，Internet Explorer，MS-DOS，Windows，Windows NT，および
Windows XPは，米国Microsoft Corporationの，米国およびその他の国における登録
商標または商標です。

● Adobe，AcrobatおよびPostScriptは，アドビシステムズ社の商標または登録商標です。
● UNIXは，The Open Groupの米国およびその他の国における登録商標です。
●本文中の各社の登録商標または商標には，TM，®マークは表示していません。
●その他，本文中に使われている会社名，商品名は，各社の登録商標または商標です。
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このマニュアルで使用している記号

注記
このマニュアルでは，注記を以下のようなシンボルで区別しています。

本機器で使用しているシンボルマークで，人体への危険や機器の損
傷の恐れがあることを示すとともに，その内容についてユーザーズ
マニュアルを参照する必要があることを示します。ユーザーズマ
ニュアルでは，その参照ページに目印として，「警告」「注意」の
用語といっしょに使用しています。

警　　告 取り扱いを誤った場合に，使用者が死亡または重傷を負う危険があ
るときに，その危険を避けるための注意事項が記載されています。

注　　意 取り扱いを誤った場合に，使用者が軽傷を負うか，または物的損害
のみが発生する危険があるときに，それを避けるための注意事項が
記載されています。

Note 本機器を取り扱ううえで重要な情報が記載されています。

操作説明のページで使用しているシンボル/表示文字
第1～2章で操作説明をしているページでは，説明内容を区別するために，次のようなシン
ボル/表示文字を使用しています。

操　　作 数字で示す順序で，各操作をしてください。ここでは，初めて操作
をすることを前提に手順を説明しています。したがって，設定内容
を変更する場合はすべての操作を必要としない場合があります。

解　　説 操作に関連する設定内容や限定事項について説明しています。

操作説明中の表示文字

操作キーとソフトキー
操作説明のところに記載されている太字の英数字は，操作対象のパネル上の操作キーの文字
や，画面に表示されるソフトキー/メニューの文字を示します。

SHIFT＋操作キー
SHIFTキーを押して，SHIFTキーの上にある緑色のインジケータを点灯させてから，操作キー
を押すという意味です。押した操作キー上側にある紫色文字の設定メニューが画面に表示され
ます。

ジョグシャトル&SELECT
ジョグシャトル，SELECTキーまたはその他のキーを使って，項目を選択/設定したり数値を入
力するときの操作を示しています。操作の詳細については，DL1700Eシリーズディジタルオ
シロスコープユーザーズマニュアル(IM701730-01)の4.1節または4.2節をご覧ください。

単位
k 「1000」の意味です。使用例：100kS/s

K 「1024」の意味です。 使用例：459KB(ファイルのデータサイズ)



iiiIM 701730-51

目次

はじめに ................................................................................................................................................................ i
このマニュアルで使用している記号 ............................................................................................................. ii

第1章 I2Cバス信号解析機能
1.1 I2Cバス信号解析機能の概要 .......................................................................................................... 1-1
1.2 操作の流れ......................................................................................................................................... 1-2
1.3 プローブを接続する ........................................................................................................................ 1-3
1.4 I2Cバス信号の取り込み条件を設定する ..................................................................................... 1-4

・I2Cバス信号のトリガ条件の設定................................................................................................................ 1-4

・スタートコンディション/ストップコンディションの設定 ................................................................. 1-6

・コンビネーショントリガの設定 ................................................................................................................. 1-7

・トリガレベル/トリガカップリングなどの設定 ...................................................................................... 1-9

・トリガモードの設定...................................................................................................................................... 1-9

・レコード長の設定 .......................................................................................................................................... 1-9

・I2Cバス信号の取り込みのスタート/ストップ......................................................................................... 1-9

・I2Cバス信号のトリガ条件の設定例 ........................................................................................................ 1-15

1.5 解析する/サーチする ................................................................................................................... 1-25
1.6 詳細解析結果リストのデータを保存する................................................................................ 1-34
1.7 エラーメッセージ ......................................................................................................................... 1-36
1.8 通信コマンド ................................................................................................................................. 1-37

第2章 SPIバス信号解析機能
2.1 SPIバス信号解析機能の概要 ......................................................................................................... 2-1
2.2 操作の流れ......................................................................................................................................... 2-3
2.3 プローブを接続する ........................................................................................................................ 2-4
2.4 SPIバス信号の取り込み条件を設定する .................................................................................... 2-5

・SPIバス信号のトリガ条件の設定 .............................................................................................................. 2-5

・SPIバス信号の割り当て状況の確認/設定 ................................................................................................ 2-7

・トリガレベル/トリガカップリングなどの設定 ...................................................................................... 2-8

・トリガモードの設定...................................................................................................................................... 2-8

・レコード長の設定 .......................................................................................................................................... 2-8

・SPIバス信号の取り込みのスタート/ストップ........................................................................................ 2-8

・SPIバス信号のトリガ条件の設定例 ....................................................................................................... 2-12

2.5 解析する/サーチする ................................................................................................................... 2-19
2.6 詳細解析結果リストのデータを保存する................................................................................ 2-31
2.7 エラーメッセージ ......................................................................................................................... 2-33
2.8 通信コマンド ................................................................................................................................. 2-34

第3章 仕様
3.1 I2Cバス信号解析機能 ...................................................................................................................... 3-1
3.2 SPIバス信号解析機能 ..................................................................................................................... 3-3

索引

11

2

3

索



1-1IM 701730-51

I 2C

バ
ス
信
号
解
析
機
能

11

2

3

索

1.1 I2Cバス信号解析機能の概要

I2Cバス信号解析機能について
I2Cバスとは，Inter Integrated Circuit Busの略称で，IC間の相互通信を目的とした双方
向バスです。本機能を使うことにより，I2Cバス信号の波形を表示しながら，データを解
析できます。I2Cバス信号解析機能には，大別すると次の3つの機能があります。

トリガ機能　≡操作説明は1-4ページ≡

スタートコンディションを検出した場合，Acknowledgeビットを検出しない場合，設定し
たアドレス(7ビット＋R/W

_
)パターンと一致した場合，データパターンと一致/不一致した

場合などをI2Cバス信号のトリガ条件にすることができます(Non-Ackトリガ，アドレス&
データトリガ)。
また，I2Cバス信号(SCL信号(CH1)/SDA信号(CH2))とCH3～CH4の信号を組み合わせて
トリガをかけることもできます(コンビネーショントリガ)。

...

...

SDA

SCL

スタートコンディション

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Acknowledgeビット

データバイト

ここでトリガ

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Acknowledgeあり(L)
Acknowledgeなし(H)

ストップコンディション

アドレス＋R/Wビット

...

...

SDA

SCL

スタートコンディション

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Acknowledgeビット

データバイト

ここでトリガ

1 2 3 4 5 6 7 8 9

ストップコンディション

Non-ACKトリガの例
・Acknowledgeビットがないとき(SDA信号がHのとき)にトリガをかける場合

アドレス&データトリガの例
・アドレスパターン/データパターンでトリガをかける場合

アドレス＋R/Wビット

解析機能　≡操作説明は1-25ページ≡

トリガ機能を使って取り込んだI2Cバス信号のデータを解析し，バイトごとの解析データ
(ヘキサ表示)およびAcknowledgeビットの状態がリスト表示されます。この解析結果リス
ト上で任意の解析データを選択すると，その解析データに対応したI2Cバス信号の波形が
自動的に表示されます。スタートコンディション/ストップコンディションの位置や解析
基準点からの時間などの詳しい解析結果は，詳細解析結果リストで確認できます。この詳
細解析結果リストのデータは，任意のストレージメディアにASCII形式で保存できます。
また，2組のI2Cバス信号(CH1：SCL，CH2：SDA，またはCH3：SCL，CH4：SDA)を
切り替えて，データを解析することもできます。

サーチ機能　≡操作説明は1-28ページ≡

トリガ機能を使って取り込んだI2Cバス信号のデータを解析した後，指定したアドレスパ
ターン/データパターン/Acknowledgeビットの状態と一致するデータをサーチ(前方サー
チ/後方サーチ)し，サーチしたデータの波形がズーム画面に拡大表示されます。アドレス
パターン/データパターンは，バイナリまたはヘキサで指定できます。また，不定データ
をサーチすることも可能です。

第1章 I2Cバス信号解析機能



1-2 IM 701730-51

1.2 操作の流れ

下図は，I2Cバス信号解析機能の操作の流れを把握していただくためのものです。それぞ
れの項目の詳細については，本書の参照ページまたはDL1700Eシリーズユーザーズマ
ニュアル(IM701730-01)の各節をご覧ください。

I2Cバス信号の取り込み条件を設定する
・トリガ条件の設定
・トリガモードの設定
・レコード長の設定

1-4ページ*2

6.1節*1

7.2節*1

I2Cバス信号の取り込みをスタートする 1-9ページ*2

I2Cバス信号の取り込みをストップする 1-9ページ*2

サーチする

1-28ページ*2
詳細解析結果リストの
データを保存する

1-34ページ*2

解析する 1-25ページ*2

*1　DL1700Eシリーズユーザーズマニュアル(IM701730-01)の参照節を示してい
 ます。
*2　本書の参照ページを示しています。

本機能を使用する前に
・本機器の設置
・電源の接続とON/OFF
・プローブの接続

3.2節*1

3.3節*1

1-3ページ*2
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1.3 プローブを接続する

測定入力端子
プローブ(またはBNCケーブルなどの測定入力ケーブル)は，フロントパネルの下部にある
入力端子のどれかに接続してください。入力インピーダンスは，1MΩ±1.0％/約20pFま
たは50Ω±1.0％です。

注　　意
● 1MΩ入力の場合の最大入力電圧は，周波数が1kHz以下のときに，400V(DC＋
ACpeak)または282Vrmsです。これらのどちらかでも超える電圧を加えると，入
力部が損傷する恐れがあります。周波数が1kHzを超えるときは，この電圧以下で
も損傷することがあります。

● 50Ω入力の場合の最大入力電圧は，5Vrmsまたは10Vpeakです。これらのどちら
かでも超える電圧を加えると，入力部が損傷する恐れがあります。

CH 1

1MΩ 20pF      400Vpk 50Ω    5Vrms,10VpkCAT

CH 2 CH 3 CH 4

接続時の注意
・ I2Cバス信号でトリガをかけるときは，CH1入力端子にSCL(シリアル・クロック)信号
を，CH2入力端子にSDA(シリアル・データ)信号を入力してください。

・プローブを初めて接続するときは，DL1700Eシリーズユーザーズマニュアル
(IM701730-01)の「3.5　プローブの位相補正をする」に従って，必ずプローブの位相
補正を行ってください。補正しないと，周波数に対して利得が一定にならず，正しい測
定を行うことはできません。この補正は，接続するチャネルごとに行ってください。

・プローブを使用しないで被測定回路に直接接続する場合は，負荷効果により，正しい測
定ができないことがあります。ご注意ください。

Note
CH3，CH4に入力したI2Cバス信号に対しては，データの解析およびサーチが可能です。詳細
は，「1.5　解析する/サーチする」をご覧ください。
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1.4 I2Cバス信号の取り込み条件を設定する

I2Cバス信号の特定の状態*をトリガ条件としてI2Cバス信号の取り込みを行います。
* スタートコンディションを検出した場合，Acknowledgeビットを検出しない場合，設定したアド
レス(7ビット＋R/W

_
)パターンと一致した場合，データパターンと一致/不一致した場合など。

操　　作

ACTION DELAY

X - Y MENU MENU PHASE

SEARCH
HORIZONTALVERTICAL TRIGGER

TRIG  D

HELP
ESC

SELECTRESET

SIMPLE

MODE POSITION

MATHMISCFILE

CLEAR
TRACE

HISTORY

MEASURE

SETUP

PRESET

DISPLAY

CURSOR

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

POWER

COPY IMAGE   SAVE SHIFT

ZOOM

GO/NO-GO

ENHANCED

ACQ START/STOP

SNAP
SHOT

V DIV TIME DIV

・ 操作途中でメニューから抜け出すには，ソフト
 キーの上部にあるESCを押します。
・ 以下の操作説明では，ジョグシャトル&SELECT
という用語で，ジョグシャトル，SELECT，
RESETを使って，項目を選択/設定したり，数値
を入力するときの操作を示しています。ジョグ

 シャトル，SELECT，RESETを使った操作の詳
細については，DL1700Eシリーズユーザーズマ
ニュアルの4.1節または4.2節をご覧ください。

・ USBキーボードやUSBマウスを使っての操作に
ついては，DL1700Eシリーズユーザーズマニュ
アルの4.3節をご覧ください。

1. ENHANCEDを押します。ENHANCEDメニューが表示されます。
2. Typeのソフトキーを押します。トリガタイプの選択メニューが表示されます。

3. I2C Busのソフトキーを押します。

I2Cバス信号のトリガ条件の設定

4. I2C Setupのソフトキーを押します。I2C Setupダイアログボックスが表示されま
す。
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スタートコンディションやアドレスパターン/データパターンでトリガをかける場合は，
下記の操作5に進んでください。Acknowledgeビットがないときにトリガをかける場合
(Non-Ackトリガ)は，次ページの操作16に進んでください。

●スタートコンディションやアドレスパターン/データパターンでトリガをかける場合

5. ジョグシャトル&SELECTで，Adrs&Dataを選択します(I2C Trigger Type欄)。

・アドレスパターンやデータパターンの記数法を設定する

6. ジョグシャトル&SELECTで，設定するパターンの記数法をHexまたはBinから選択
します(Pattern Format欄)。Address Pattern欄，Data1 Pattern欄，およびData2
Pattern欄の設定フォーマットが選択結果に合ったフォーマットになります。

・トリガ条件として使用する項目を選択する

7. ジョグシャトル&SELECTで，Start Condition，Address Pattern，Data1
Pattern，Byte Count，Data2 Patternの各項目をトリガ条件として使用する
(ON)/使用しない(OFF)を選択します。Address Patternを選択した場合は操作
8，Data1 Patternを選択した場合は操作9，Byte Countを設定する場合は操作
11，Data2 Patternを選択した場合は操作12に進みます。
・ 各項目の左側にあるマークが強調表示されているとき，トリガ条件として使用すること
を示しています。

・ Start ConditionとByte Countの項目は，常に設定の対象(トリガ条件として使用する対
象)になります(常に左側にあるマークが強調表示されています)。

・ バイトカウントをトリガ条件として使用しない場合は，Byte Countを0に設定してくだ
さい(操作11参照)。

・ Address Patternをトリガ条件として使用する場合

8. ジョグシャトル&SELECTで，アドレスパターンを16進数または2進数で設定しま
す(Address Pattern欄)。判定しない場合は，Xを選択します。
バイナリ(BIN)表示の場合，LSBは「R」(Read)，「W」(Write)，「X」で設定してくだ
さい。

・ Data1 Patternをトリガ条件として使用する場合

9. ジョグシャトル&SELECTで，Data1の判定パターンを16進数または2進数で設定
します(Data1 Pattern欄)。判定しない場合は，Xを選択します。

10. ジョグシャトル&SELECTで，Data1パターンのコンディションをTrueまたは
Falseから選択します(Condition欄)。

・バイトカウントを設定する場合

11. ジョグシャトル&SELECTで，バイトカウントを0～9999バイトから設定します
(Byte Count欄)。
・ バイトカウントをトリガ条件として使用しない場合は，0を設定してください。
・ バイトカウントは，ENHANCEDメニュー(前ページの操作1～3で表示されるメニュー)の
最下部のソフトキーからも設定できます。このバイトカウントのソフトキーメニュー
は，I2C Trigger TypeにAdrs&Dataを選択したときだけ表示されます。

Adrs&Dataを選択します。

アドレスパターン/データ
パターンの設定形式を選択
します。
スタートコンディション
検出時にトリガをかける
条件は常に有効です。

アドレスパターンでトリガを
かける場合はここをチェック
してパターンを設定します。

データ1のパターンでトリガを
かける場合は，ここをチェッ
クして，パターンとコンディ
ションを設定します。

バイトカウントを0～9999
の範囲で設定します。

Pattern FormatにBinを選択した場合

LSBはR(Read)，W(Write)，またはXで設定します。

1.4　I2Cバス信号の取り込み条件を設定する
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・ Data2 Patternをトリガ条件として使用する場合

12. ジョグシャトル&SELECTで，設定するData2の判定パターンのデータ長を1～2
バイトから選択します(Data Byte欄)。Data2 Pattern欄に表示される設定バイト
数が，選択結果に合ったバイト数になります。

13. ジョグシャトル&SELECTで，Data2の判定パターンを16進数または2進数で設定
します(Data2 Pattern欄)。判定しない場合は，Xを選択します。

14. ジョグシャトル&SELECTで，Data2 PatternのコンディションをTrueまたは
Falseから選択します(Condition欄)。

15. ジョグシャトル&SELECTで，Data2パターンをバイトカウント直後のパターンと
比較する(First Byte)/ストップコンディションが検出されるまで比較し続ける
(Anywhere)かを選択します(After Byte Count欄)。

データ2のパターンでトリガをかける場合は，
ここをチェックして，パターンとコンディショ
ンを設定します。バイト数を1バイトまたは2
バイトから設定します。

データ2のパターンをバイトカウント直後のパターンと比較するか，
ストップコンディションが検出されるまで比較するかを選択します。

操作17に進んでください。

● Acknowledgeビットがないときにトリガをかける場合(Non-Ackトリガ)

16. ジョグシャトル&SELECTで，Non-ACKを選択します(I2C Trigger Type欄)。

Non-ACKを選択します。

17. ESCを押します。Detailダイアログボックスが閉じます。

スタートコンディション/ストップコンディションの設定

18. Start/Stop Conditionのソフトキーを押します。Start/Stop Conditionダイアロ
グボックスが表示されます。

● Restartコンディションを無視する/無視しないかを設定する

19. ジョグシャトル&SELECTで，Restartコンディションを無視する(Yes)/無視しな
い(No)かを選択します(Ignore the Restart Condition欄)。

●プロトコルから外れたスタートコンディション/ストップコンディションを無視する/無

視しないかを設定する

20. ジョグシャトル&SELECTで，プロトコルから外れたスタートコンディション/ス
トップコンディションを無視する(Yes)/無視しない(No)かを選択します(Ignore
Unexpected Start/Stop Condition欄)。

Restartコンディションを無視する/
しないかを選択します。

プロトコルから外れたスタートコンディション/
ストップコンディションを無視する/しないかを
選択します。

21. ESCを押します。Start/Stop Conditionダイアログボックスが閉じます。

1.4　I2Cバス信号の取り込み条件を設定する
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コンビネーショントリガの設定

22. Combinationのソフトキーを押します。Combinationメニューが表示されます。

23. I2C Only，I2C on Pattern，I2C -> Patternのどれかのソフトキーを押します。
I2Cバス信号のトリガ条件だけでトリガをかける場合は「I2C Only」，CH3～CH4のトリ
ガ条件成立時にI2Cバス信号のトリガ条件が成立したときにトリガをかける場合は「I2C
on Pattern」，I2Cバス信号のトリガ条件成立後にCH3～CH4のトリガ条件が成立した
ときにトリガをかける場合は「I2C -> Pattern」を選択します。

● I2C Onlyを選択した場合

24. Set Patternのソフトキーを押します。Set PatternダイアログボックスにCH1～
CH2のI2Cバス信号の割り当て状況が表示されます。

25. ESCを押します。Set Patternダイアログボックスが閉じます。
操作29に進みます。

● I2C on Patternを選択した場合

24. Set Patternのソフトキーを押します。Set PatternダイアログボックスにCH1～CH2
のI2Cバス信号の割り当て状況とCH3～CH4のパターンの設定画面が表示されます。

25. ジョグシャトル&SELECTで，CH3～CH4のパターンをH(High)，L(Low)，また
はXから選択します。

26. ジョグシャトル&SELECTで，パターンのコンディションをTrueまたはFalseから
選択します(Condition欄)。

CH3～CH4のパターンをH，L，またはX
から選択します。
パターンのコンディションをTrueまたは
Falseから選択します。

27. ESCを押します。Set Patternダイアログボックスが閉じます。
操作29に進みます。

1.4　I2Cバス信号の取り込み条件を設定する
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● I2C -> Patternを選択した場合

24. Set Patternのソフトキーを押します。Set PatternダイアログボックスにCH1～CH2
のI2Cバス信号の割り当て状況とCH3～CH4のパターンの設定画面が表示されます。

25. ジョグシャトル&SELECTで，クロックチャネルをNoneまたはCH3～CH4から選
択します(Clock CH欄)。

26. ジョグシャトル&SELECTで，CH3～CH4のパターンをH(High)，L(Low)，また
はXから選択します。操作25でクロックチャネルに設定したチャネルについて
は，スロープを (立ち上がり)または (立ち下がり)から選択します。

27. 操作25でクロックチャネルにNoneを選択した場合は，ジョグシャトル&SELECT
で，パターンのコンディションをEnterまたはExitから選択します(Condition欄)。

クロックチャネルをNoneに
します。

Clock CHにNoneを選択した場合 Clock CHにCH3～CH4を選択した場合

* Clock CHに選択したチャネルは，
 スロープを   または　から選択します。

CH3～CH4のパターンをH，
L，またはXから選択します。
パターンのコンディション
をEnterまたはExitから選択
します。

クロックチャネルをCH3
～CH4から選択します。

CH3～CH4のパターン*を
H，L，またはXから選択
します。

28. ESCを押します。Set Patternダイアログボックスが閉じます。
操作29に進みます。

Note
Combinationで「I2C -> Pattern」を選択した場合，CH3～CH4のPatternのすべてを「X」
に設定するとトリガがかからなくなります。また，クロックチャネルにCH3～CH4のどれ
かを選択すると，クロックチャネル以外のチャネルによるパターンのコンディションは，常
にTrueとなります。

1.4　I2Cバス信号の取り込み条件を設定する
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トリガレベル/トリガカップリングなどの設定

29. Level/Couplingのソフトキーを押します。Level/Couplingダイアログボックスが
表示されます。

30. 各チャネルのトリガレベル，トリガヒステリシス，トリガカップリング，および
HFリジェクションを設定します。設定操作は，DL1700Eシリーズユーザーズマ
ニュアル(IM701730-01)の6-15ページの操作9～13に従ってください。

31. ESCを押します。Level/Couplingダイアログボックスが閉じます。

トリガモードの設定

32. DL1700Eシリーズユーザーズマニュアル(IM701730-01)の「6.1　トリガモー
ドを設定する」の操作手順に従って，トリガモードを設定します。

レコード長の設定

33. DL1700Eシリーズユーザーズマニュアル(IM701730-01)の「7.2　レコード長
を設定する」の操作手順に従って，レコード長を設定します。

I2Cバス信号の取り込みのスタート/ストップ

34. START/STOPを押して，I2Cバス信号の取り込みをスタートします。設定したト
リガ条件でトリガがかかります。
続けて解析を行う場合は，START/STOPを押して，I2Cバス信号の取り込みをス
トップします。

1.4　I2Cバス信号の取り込み条件を設定する



1-10 IM 701730-51

解　　説

I2Cバス信号のトリガ条件の設定：I2C Setup

次の条件を設定できます。

● I2Cバス信号のトリガタイプ：I2C Trigger Type

トリガタイプを次のどちらかから選択します。
Adrs&Data
スタートコンディションやアドレスパターン/データパターンでトリガをかける場合(アドレス
&データトリガ)

Non-ACK
Acknowledgeビットがないときにトリガをかける場合(Non-Ackトリガ)

・アドレス&データトリガ

スタートコンディションを検出したときにトリガをかける場合

スタートコンディションを検出すると，SCL信号の最初の立ち上がりでトリガがかかり
ます。

...

...

SDA

SCL

スタートコンディション

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Acknowledgeビット

データバイト

ここでトリガ

1 2 3 4 5 6 7 8 9

ストップコンディション

アドレス＋R/Wビット

アドレスパターン/データパターンでトリガをかける場合

設定したアドレスパターン/データパターンと一致すると，SCL信号の9つ目のクロッ
クの立ち下がりでトリガがかかります。

...

...

SDA

SCL

スタートコンディション

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Acknowledgeビット

データバイト

ここでトリガ

1 2 3 4 5 6 7 8 9

ストップコンディション

アドレス＋R/Wビット

・ Non-ACKトリガ

Acknowledgeビットがないとき(SDA信号がHのとき)にトリガをかける場合

Acknowledgeビットがないと，SCL信号の9つ目のクロックの立ち下がりでトリガがか
かります。

...

...

SDA

SCL

スタートコンディション

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Acknowledgeビット

データバイト

ここでトリガ

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Acknowledgeあり(L)
Acknowledgeなし(H)

ストップコンディション

アドレス＋R/Wビット

Note
　スタート・バイトおよびHsモード・マスター・コードのAcknowledgeビットは対象外です。

1.4　I2Cバス信号の取り込み条件を設定する
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トリガタイプにAdrs&Dataを選択した場合は，次の項目を設定できます。

・パターンフォーマット：Pattern Format

アドレスパターンとData1 Pattern/Data2 Patternのフォーマットを次のどちらかから
選択します。
Hex 16進数

Bin 2進数

・アドレスパターン：Address Pattern

7ビットのアドレスとR(Read)/W
_
(Write)を設定します。設定したアドレスパターンと

R/W
_
が一致するとトリガがかかります。

・ Data1 Pattern

8ビットのデータを設定します。比較の対象となるデータは，アドレスの直後の1バイ
トです。
パターンのコンディション(Condition)を次のどちらかから選択します。
True Data1 Patternが成立したときにトリガがかかります。

False Data1 Patternが成立しなかったときにトリガがかかります。

・バイトカウント：Byte Count

0～9999バイトから設定します。バイトカウントをトリガ条件として使用しない場合
は，0を設定してください。バイトカウントは，ENHANCEDメニューからも設定でき
ます。

・ Data2 Pattern

1バイト(8ビット)または2バイト(16ビット)のデータを設定します。バイト数はData
Byte欄で設定できます。
パターンのコンディション(Condition)を次のどちらかから選択します。
True Data2 Patternが成立したときにトリガがかかります。

False Data2 Patternが成立しなかったときにトリガがかかります。

また，Data2 Patternの比較するバイトデータの場所を次のどちらかから選択します。
First Byte バイトカウント直後のバイトデータと比較します。

Anywhere バイトカウント直後のバイトデータから条件が一致するまで比較します。

Note
アドレスパターンおよびData1 Pattern/Data2 Patternでは，4ビットごとのバイナリ表示に
1つでも「X」が含まれていると，対応するヘキサ表示は「$」になります。

1.4　I2Cバス信号の取り込み条件を設定する
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スタートコンディション/ストップコンディションの設定：Start/Stop Condition

次の条件を設定できます。

● Restartコンディションを無視する/無視しないかの設定

スタートコンディションを検出してトリガ検出を開始したあとに発生したRestartコン
ディションを無視するかどうかを選択できます。
Yes Restartコンディションを無視し，トリガ検出を続けます。

No Restartコンディションを検出すると，トリガ検出を再スタートします。

●プロトコルから外れたスタートコンディション/ストップコンディションを無視する/無

視しないかの設定

トリガ検出中にアドレスやデータビットの途中で発生したスタートコンディションまた
はストップコンディションを無視するかどうかを選択できます。
Yes スタート/ストップコンディションを無視し，トリガ検出を続けます。

No スタート/ストップコンディションを検出すると，トリガ検出を再スタートまたは終
了します。

SDA

SCL

スタートコンディション

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 0 0 1 1 0 0 1

プロトコルから外れた
スタートコンディション

無視する　：トリガ検出を続行
無視しない：トリガ検出を再スタート/終了

コンビネーショントリガの設定：Combination

I2Cバス信号のトリガ条件とCH3～CH4のトリガ条件とのコンビネーションでトリガをか
けることができます。次の3種類から選択できます。

● I2C Only

SCL信号/SDA信号(I2Cバスのトリガ条件)だけでトリガをかけます。

8 91 1 8 9

I2Cバス信号のトリガ条件成立

SDA

SCL

CH3

CH4

..... ..... .....

..........

条件一致
ここでトリガ
CH3～CH4は関係なし

1.4　I2Cバス信号の取り込み条件を設定する
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● I2C on Pattern

SCL信号/SDA信号とCH3～CH4のパターンでトリガをかけます。CH3～CH4のトリ
ガ条件が成立している間にI2Cバスのトリガ条件が成立しないと，トリガがかかりませ
ん。

8 91 1 8 9

I2Cバス信号の
トリガ条件成立

条件不一致
トリガはかからない

SDA

SCL

CH3

CH4

I2Cバス信号の
トリガ条件成立

..........

..........

条件一致
ここでトリガ

.....

CH3＝L，CH4＝H，Condition＝True

・ CH3～CH4のパターン

H トリガソースのレベルがトリガレベル以上

L トリガソースのレベルがトリガレベル以下

X トリガソースにしません。

・パターンのコンディション

True 設定したCH3～CH4のパターンが成立している間にI2Cバス信号のトリガ条件が成立
すると，トリガがかかります。

False 設定したCH3～CH4のパターンが非成立状態になっている間にI2Cバス信号のトリガ
条件が成立すると，トリガがかかります。

● I2C -> Pattern

SCL信号/SDA信号とあらかじめ設定したCH3～CH4のパターンでトリガをかけます。
CH3～CH4のトリガ条件が成立するまで，SCL信号/SDA信号のトリガ成立状態を保持
します。

8 91 1 8 9

SDA

SCL

CH3

CH4

I2Cバス信号のトリガ条件成立

.....

条件一致
ここでトリガ

条件不一致
トリガはかからない

I2Cバス信号のトリガ
成立状態を保持

.......... .....

.....

CH3＝L，CH4＝H，Condition＝Enter

・ クロックチャネル：Clock CH

CH3～CH4の中からクロックチャネルを設定できます。クロックチャネルを設定しな
い場合は，Noneを選択します。

1.4　I2Cバス信号の取り込み条件を設定する
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・ CH3～CH4のパターン

H トリガソースのレベルがトリガレベル以上

L トリガソースのレベルがトリガレベル以下

X トリガソースにしません。

クロックチャネルに設定したチャネルについては，パターンではなく，スロープを (立ち上がり)
または (立ち下がり)から選択します。

・パターンのコンディション

クロックチャネルを設定しない場合だけ設定できます。次の中から選択します。
Enter I2Cバス信号のトリガ条件の成立後，設定したCH3～CH4のパターンが成立したとき

トリガがかかります。

Exit I2Cバス信号のトリガ条件の成立後，設定したCH3～CH4のパターンが成立しなく
なったときトリガがかかります。

クロックチャネルにCH3～CH4を選択した場合，パターンのコンディションはTrueとなります。

トリガレベル/トリガカップリングなどの設定：Level/Coupling

各チャネルのトリガレベル，ヒステリシス，トリガカップリング，およびHFリジェクショ
ンを設定します。
トリガレベル，ヒステリシス，トリガカップリング，およびHFリジェクションについて
の詳細は，DL1700Eシリーズユーザーズマニュアル(IM701730-01)の「6.8　A->B(N)
トリガをかける(ENHANCED)」の6-16ページをご覧ください。

トリガモードの設定

表示波形を更新する条件をトリガモードとして設定します。トリガモードには，オート
モード，オートレベルモード，ノーマルモード，シングルモード，シングル(N)モードの
5種類があります。
トリガモードについての詳細は，DL1700Eシリーズユーザーズマニュアル(IM701730-
01)の「6.1　トリガモードを設定する」をご覧ください。

レコード長の設定

アクイジションメモリに取り込むレコード長(データ数)を設定します。モデルによって選
択できる最大レコード長が異なります。
DL1735E/DL1740E 1k，10k，50k，100k，250k，500k，1M(，2M)*

DL1740EL 1k，10k，50k，100k，250k，500k，1M，2M，4M(，8M)*

* ( )内は，インタリーブモードがONのときだけ設定可能です。

レコード長についての詳細は，DL1700Eシリーズユーザーズマニュアル(IM701730-01)
の「7.2　レコード長を設定する」をご覧ください。インタリーブモードについての詳細
は，「7.3　インタリーブモードを使う」をご覧ください。

I2Cバス信号の取り込みのスタート/ストップ

I2Cバス信号の取り込みをスタートすると，設定したトリガ条件でトリガがかかります。
続けて解析を行う場合は，I2Cバス信号の取り込みをストップします。

1.4　I2Cバス信号の取り込み条件を設定する
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I2Cバス信号のトリガ条件の設定例
ここでは，データ列をバイト単位(ヘキサ)で表示し，トリガのかかる位置を示します。図
中で使用する記号は，次のとおりです。

S ：スタートコンディション
Sr ：Restartコンディション
P ：ストップコンディション
網掛け ：バイトパターン比較対象

Non-ACKトリガ

Acknowledgeビットがないとき(SDA信号が「H」のとき)にトリガがかかります。

...

...

SDA

SCL

スタートコンディション

1 2 3 4 5 6 7 8 9

アドレス＋R/Wビット

Acknowledgeビット

データバイト

ここでトリガ

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Acknowledgeあり(L)
Acknowledgeなし(H)

ストップコンディション

Note
スタート・バイトおよびHsモード・マスター・コードは，Non-Ackトリガの対象外です。

アドレス&データトリガ

●スタートコンディションだけでトリガ

トリガ条件

Address Pattern ：対象外
Data 1 Pattern ：対象外

Condition ： True
Data 2 Pattern ：対象外

Condition ： True
Ignore the Restart Condition ： No
Ignore Unexpected Start/Stop Condition： No

＜Byte Count＝0＞

S 25 AE 57 27 FE 98 99 27 PA4

アドレス＋R/Wビット

ここでトリガ

＜Byte Count＝3＞

S 25 AE 57 27 FE 98 99 27 PA4

2.　ここでトリガ
1.　3バイトスキップ

アドレス＋R/Wビット

1.4　I2Cバス信号の取り込み条件を設定する
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● Address Patternだけでトリガ

トリガ条件

Address Pattern ： A4
Data1 Pattern ： 対象外

Condition ： True
Data2 Pattern ： 対象外

Condition ： True
Ignore the Restart Condition ： No
Ignore Unexpected Start/Stop Condition： No

＜Byte Count＝0＞

S 25 AE 57 27 FE 98 99 27 PA4

アドレス＋R/Wビット

設定したアドレスパターンと一致，ここでトリガ

＜Byte Count＝3＞

S 25 AE 57 27 FE 98 99 27 PA4

3.　ここでトリガ

1.　設定したアドレスパターンと比較，一致

2.　3バイトスキップ

アドレス＋R/Wビット

● Data1 Patternだけでトリガ

トリガ条件

Address Pattern ： 対象外
Data1 Pattern ： 27

Condition ： True
Data2 Pattern ： 対象外

Condition ： True
Ignore the Restart Condition ： No
Ignore Unexpected Start/Stop Condition： No

＜Byte Count＝0＞

S 27 AE 57 27 FE 98 99 27 PA4

2.　ここでトリガ

1.　設定したデータパターン(27)と比較，一致

アドレス＋R/Wビット

＜Byte Count＝3＞

S 27 AE 57 99 FE 98 99 27 PA4

3.　ここでトリガ

1.　設定したデータパターン(27)と比較，一致

2.　3バイトスキップ

アドレス＋R/Wビット

1.4　I2Cバス信号の取り込み条件を設定する
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●Data2 Patternだけでトリガ

トリガ条件

Address Pattern ：対象外
Data1 Pattern ：対象外

Condition ： True
Data2 Pattern ： 99

Data Byte ： 1
Condition ： True

Ignore the Restart Condition ： No
Ignore Unexpected Start/Stop Condition： No

＜Byte Count＝0，Data2 After Byte Count＝First Byte＞

S 99 AE 57 27 FE 98 99 27 PA4

アドレス＋R/Wビット

ここでトリガ

＜Byte Count＝0，Data2 After Byte Count＝Anywhere＞

S 27 AE 57 27 FE 98 99 27 PA4

2.　ここでトリガ
1.　設定したパターン(99)と一致するまで比較

アドレス＋R/Wビット

＜Byte Count＝3，Data2 After Byte Count＝First Byte＞
アドレス＋R/Wビット

S 99 AE 57 99 FE 98 99 27 PA4

2.　ここでトリガ
1.　3バイトスキップ

＜Byte Count＝3，Data2 After Byte Count＝Anywhere＞

S 27 AE 57 27 FE 98 99 27 PA4

3.　ここでトリガ
2.　設定したパターン(99)と一致するまで比較

1.　3バイトスキップ

アドレス＋R/Wビット

1.4　I2Cバス信号の取り込み条件を設定する



1-18 IM 701730-51

トリガ条件

Address Pattern ： 対象外
Data1 Pattern ： 対象外

Condition ： True
Data2 Pattern ： 99 27

Data Byte ： 2
Condition ： True

Ignore the Restart Condition ： No
Ignore Unexpected Start/Stop Condition： No

＜Byte Count＝0，Data2 After Byte Count＝First Byte＞

S 99 27 57 27 FE 98 99 27 PA4

アドレス＋R/Wビット

ここでトリガ

＜Byte Count＝0，Data2 After Byte Count＝Anywhere＞

S 27 AE 57 27 FE 98 99 27 PA4

2.　ここでトリガ
1.　設定したパターン(99  27)と一致するまで比較

アドレス＋R/Wビット

＜Byte Count＝3，Data2 After Byte Count＝First Byte＞
アドレス＋R/Wビット

S 99 AE 57 99 27 98 99 27 PA4

2.　ここでトリガ
1.　3バイトスキップ

＜Byte Count＝3，Data2 After Byte Count＝Anywhere＞

S 27 AE 57 27 FE 98 99 27 PA4

3.　ここでトリガ
2.　設定したパターン(99  27)と一致するまで
比較

1.　3バイトスキップ

アドレス＋R/Wビット

1.4　I2Cバス信号の取り込み条件を設定する
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● Address Pattern，Data1 Pattern，バイトカウントトリガの組み合わせ

トリガ条件

Address Pattern ： A4
Data1 Pattern ： 27

Condition ： True
Data2 Pattern ：対象外

Condition ： True
Ignore the Restart Condition ： No
Ignore Unexpected Start/Stop Condition： No
Byte Count ： 3

S 27 AE 57 27 FE 98 99 27 PA4

4.　ここでトリガ

1.　設定したアドレスパターン(A4)と比較，一致
2.　設定したデータ1パターン(27)と比較，一致

3.　3バイトスキップ

アドレス＋R/Wビット

● Address Pattern，Data2 Pattern，バイトカウントトリガとの組み合わせ

トリガ条件

Address Pattern ： A4
Data1 Pattern ：対象外

Condition ： True
Data2 Pattern ： 99

Data Byte ： 1
(Data Byte：2バイト時は2バイト比較)
Condition ： True

Ignore the Restart Condition ： No
Ignore Unexpected Start/Stop Condition： No
Byte Count ： 3

＜After Byte Count＝First Byte＞

S 99 AE 57 99 FE 98 99 27 PA4

3.　ここでトリガ

1.　設定したアドレスパターン(A4)と比較，一致
2.　3バイトスキップ

アドレス＋R/Wビット

＜After Byte Count＝Anywhere＞

S 99 AE 57 27 FE 98 99 27 PA4

4.　ここでトリガ

1.　設定したアドレスパターン(A4)と比較，一致

3.　設定したデータパターン(99)と比較，一致
2.　3バイトスキップ

アドレス＋R/Wビット

1.4　I2Cバス信号の取り込み条件を設定する
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● Address Pattern，Data1 Pattern，Data2 Pattern，バイトカウントトリガとの組み合

わせ

トリガ条件

Address Pattern ： A4
Data1 Pattern ： 27

Condition ： True
Data2 Pattern ： 99

Data Byte ： 1
(Data Byte：2バイト時は2バイト比較)
Condition ： True

Ignore the Restart Condition ： No
Ignore Unexpected Start/Stop Condition： No
Byte Count ： 3

＜After Byte Count＝First Byte＞

S 27 AE 57 27 99 98 99 27 PA4

4.　ここでトリガ

1.　設定したアドレスパターン(A4)と比較，一致
2.　設定したデータ1パターン(27)と比較，一致

3.　3バイトスキップ

アドレス＋R/Wビット

＜After Byte Count＝Anywhere＞

S 27 AE 57 27 FE 98 99 27 PA4

5.　ここでトリガ

1.　設定したアドレスパターン(A4)と比較，一致
2.　設定したデータ1パターン(27)と比較，一致

4.　設定したデータパターン(99)と
　   一致するまで比較

3.　3バイトスキップ

アドレス＋R/Wビット

1.4　I2Cバス信号の取り込み条件を設定する
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●Restartコンディションを無視する/しない

トリガ条件

Address Pattern ： F4
Data1 Pattern ： A2

Coditon ： True
Data2 Pattern ： F5

Data Byte ： 1
Condition ： True
After Byte Count ： Anywhere

Ignore Unexpected Start/Stop Condition： No

＜Ignore the Restart Condition＝Yesのとき＞

S A2 Sr F5 30 27 E4 24 99 55F4

1.　アドレスパターン(F4)と比較，一致

2.　データ1パターン(A2)と比較，一致

3.　「Sr」を無視，データ2パターン(F5)と比較，一致
4.　ここでトリガ

＜Ignore the Restart Condition＝Noのとき>

S A2 Sr F5 30 27 E4 24 99 55F4

1.　アドレスパターン(F4)と比較，一致
2.　データ1パターン(A2)と比較，一致

3.　トリガ検出を再スタート，アドレスパターン(F4)と比較

1.4　I2Cバス信号の取り込み条件を設定する
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● プロトコルから外れたスタート/ストップコンディションを無視する/しない

トリガ条件

Address Pattern ： 99
Data1 Pattern ： 対象外

Condition ： True
Data2 Pattern ： 対象外

Condition ： True
Ignore the Restart Condition ： No

＜Ignore Unexpected Start/Stop Condition＝Yesのとき＞

SDA

SCL

スタートコンディション

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 0 0 1 1 0 0 1

スタートコンディション

スタート
コンディションを無視

ここでトリガ条件成立

＜Ignore Unexpected Start/Stop Condition＝Noのとき＞

SDA

SCL

スタートコンディション

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 0 0 1 1 0 0 1

スタートコンディション

ここで再スタート ここではトリガが
かからない

1.4　I2Cバス信号の取り込み条件を設定する
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コンビネーショントリガ

● I2C Only

8 91 1 8 9

I2Cバス信号のトリガ条件成立

SDA

SCL

CH3

CH4

..... ..... .....

..........

条件一致
ここでトリガ
CH3～CH4は関係なし

● I2C on Pattern

8 91 1 8 9

I2Cバス信号の
トリガ条件成立

条件不一致
トリガはかからない

SDA

SCL

CH3

CH4

I2Cバス信号の
トリガ条件成立

..........

..........

条件一致
ここでトリガ

.....

CH3＝L，CH4＝H，Condition＝True

1.4　I2Cバス信号の取り込み条件を設定する
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● I2C -> Pattern

・ クロックチャネルに「None」を選択した場合

8 91 1 8 9

SDA

SCL

CH3

CH4

I2Cバス信号のトリガ条件成立

.....

条件一致
ここでトリガ

条件不一致
トリガはかからない

I2Cバス信号のトリガ
成立状態を保持

.......... .....

.....

CH3＝L，CH4＝H，Condition＝Enter

・ クロックチャネルに「CH4」を選択した場合

I2Cバス信号のトリガ条件成立

..... .....

8 91 1 8 9

SDA

SCL

CH3

CH4

条件一致
ここでトリガ

条件不一致
トリガはかからない

.....

..... .....

I2Cバス信号のトリガ
成立状態を保持

CH3＝L，CH4＝

1.4　I2Cバス信号の取り込み条件を設定する
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1.5 解析する/サーチする

CH1またはCH3をクロックチャネルに設定して，CH2またはCH4のデータを解析できま
す。また，データのパターン/不定データの条件に一致する解析データをサーチできます。
設定した条件と一致する解析データが見つかると，ズーム位置がその部分に移動して，
ズーム波形表示枠にサーチされたデータの波形が表示されます。

操　　作

ACTION DELAY

X - Y MENU MENU PHASE

SEARCH
HORIZONTALVERTICAL TRIGGER

TRIG  D

HELP
ESC

SELECTRESET

SIMPLE

MODE POSITION

MATHMISCFILE

CLEAR
TRACE

HISTORY

MEASURE

SETUP

PRESET

DISPLAY

CURSOR

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

POWER

COPY IMAGE   SAVE SHIFT

ZOOM

GO/NO-GO

ENHANCED

ACQ START/STOP

SNAP
SHOT

V DIV TIME DIV

・ 操作途中でメニューから抜け出すには，ソフト
 キーの上部にあるESCを押します。
・ 以下の操作説明では，ジョグシャトル&SELECT
という用語で，ジョグシャトル，SELECT，
RESETを使って，項目を選択/設定したり，数値
を入力するときの操作を示しています。ジョグ

 シャトル，SELECT，RESETを使った操作の詳
細については，DL1700Eシリーズユーザーズマ
ニュアルの4.1節または4.2節をご覧ください。

・ USBキーボードやUSBマウスを使っての操作に
ついては，DL1700Eシリーズユーザーズマニュ
アルの4.3節をご覧ください。

1. SHIFT＋ZOOM(SEARCH)を押します。SEARCHメニューが表示されます。
2. Typeのソフトキーを押します。Typeメニューが表示されます。

3. I2C Busのソフトキーを押します。

解析条件の設定

4. Analyze Setupのソフトキーを押します。Analyze Setupダイアログボックスが
表示されます。

●クロックチャネルを設定する

5. ジョグシャトル&SELECTで，クロックチャネルをCH1またはCH3から選択しま
す(Clock CH欄)。

・レベルを設定する

6. ジョグシャトル&SELECTで，クロックチャネルのレベルを設定します(Level欄)。

・ヒステリシスを設定する

7. ジョグシャトル&SELECTで，ヒステリシスを0.3～4.0[div]から設定します
(Hysteresis欄)。

ヒステリシスを0.3～4.0[div]から設定します。

クロックチャネルをCH1またはCH3から選択します。
クロックチャネルのレベルを設定します。
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● データチャネルを設定する

8. ジョグシャトル&SELECTで，データチャネルをCH2またはCH4から選択します
(Data CH)。
クロックチャネルとデータチャネルの設定は連動しています。クロックチャネルをCH1
に設定した場合はデータチャネルはCH2，クロックチャネルをCH3に設定した場合は
データチャネルはCH4になります。

・スレショルドレベルを設定する

9. ジョグシャトル&SELECTで，Highを判定するレベルを設定します(Thr Upper欄)。
10. 同様に，ジョグシャトル&SELECTで，Lowを判定するレベルを設定します(Thr

Lower欄)。

データチャネルをCH2またはCH4からを選択します。

High/Lowを判定するレベルを設定します。

●解析基準点を設定する

11. ジョグシャトル&SELECTで，解析基準点をTrigger Position(トリガポジション)
またはManual(手動)のどちらかで設定するか選択します。
各項目の左側にあるマークが強調表示されているとき，解析基準点として使用すること
を示しています。

・手動で解析基準点を設定する場合

12. ジョグシャトル&SELECTで，解析基準点を－5～＋5[d iv]から設定します
(Manual欄)。
手動で解析基準点を設定する場合，半透過表示にすると，波形を見ながら解析基準点を設
定できます。半透過表示についての詳細は，DL1700Eシリーズユーザーズマニュアル(IM
701730-01)の「8.10　半透過表示をON/OFFする」をご覧ください。

解析基準点をトリガポジションにする場合はここを選択します。
手動で解析基準点を設定する場合はここを選択し，－5～＋5[div]
から設定します。

13. ESCを押します。Analyze Setupダイアログボックスが閉じます。

解析の実行/中止

14. Analyze Execのソフトキーを押します。データの解析が実行されます。
Analyze Execの文字がAnalyze Abortの文字に変わります。
データの解析を中止するには，Analyze Abortのソフトキーを押します。データの
解析が中止され，Analyze Abortの文字がAnalyze Execの文字に変わります。
解析データに不定データがある場合は，該当する解析データに「＊」が付きます。

解析番号

スタートコンディション

解析したデータのHex表示
Acknowledgeビットの状態

ストップコンディション

1.5　解析する/サーチする
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解析データの表示

●リストをスクロールする

15. Listのソフトキーを押して，ジョグシャトルの対象をListにします。
16. ジョグシャトルを回して，リストを上下方向にスクロールします。

1度に20個までの解析データを時系列に表示します。ジョグシャトルを回して，
リストを上下方向にスクロールすることによって，20個の解析データを表示でき
ます。

●ズーム率を設定する

17. Z1 Mag/Z1 Positionのソフトキーを押して，ジョグシャトルの対象をZ1 Magに
します。

18. ジョグシャトルを回して，ズーム率を設定します。

●ズーム位置を設定する

19. Z1 Mag/Z1 Positionのソフトキーを押して，ジョグシャトルの対象をZ1
Positionにします。

20. ジョグシャトルを回して，ズーム位置を設定します。ズームボックスの中心がリ
スト上の解析データに対応する波形に移動したとき，リスト上の対応する解析
データがハイライト表示されます。

●解析データの詳細を見る

21. Detailのソフトキーを押します。Detailダイアログボックスが表示されます。操作
16または20のときにリスト上でハイライト表示されている解析データと同じ解析
番号の解析データが，ハイライト表示されます。

スタート
コンディション

解析したデータのバイナリ表示

Acknowledgeビットの状態解析番号

解析基準点からの時間

解析したデータのヘキサ表示

Read/Write
信号

ストップ
コンディション

22. ESCを押します。Detailダイアログボックスが閉じます。

 Note
詳細解析結果リストは，そのままの形で外部ストレージメディアにASC I I形式(拡張子
「.TXT」)で保存できます。詳細は，「1.6　詳細解析結果リストのデータを保存する」をご覧
ください。

1.5　解析する/サーチする



1-28 IM 701730-51

サーチ条件の設定

23. Data Searchのソフトキーを押します。Data Searchメニューが表示されます。

24. Search Setupのソフトキーを押します。Search Setupダイアログボックスが表
示されます。

●サーチタイプを選択する

25. ジョグシャトル&SELECTで，サーチタイプをByte PatternまたはIndefinite
Stateから選択します(Type欄)。
Indefinite Stateを選択した場合は，操作31に進んでください。

26. サーチタイプにByte Patternを選択した場合は，ジョグシャトル&SELECTで，
判定パターンをアドレスパターンまたはデータパターンから選択します。
・ 各項目の左側にあるマークが強調表示されているとき，判定パターンとして使用するこ
とを示しています。

・ アドレスパターンとデータパターンを同時に選択できます。

●アドレスパターンを設定する

27. ジョグシャトル&SELECTで，アドレスパターンをヘキサ(HEX)またはバイナリ
(BIN)のどちらかの設定形式で設定します(HEX欄/BIN欄)。判定しない場合は，X
を選択します。
・ HEX欄とBIN欄の設定は連動しています。
・ バイナリ(BIN)表示の場合，アドレスパターンのLSBは，「R」(Read)，「W」(Write)，
「X」で設定してください。

28. ジョグシャトル&SELECTで，AckをX，1，または0から設定します(Ack欄)。

●データパターンを設定する

29. ジョグシャトル&SELECTで，データパターンをヘキサ(HEX)またはバイナリ
(BIN)のどちらかの設定形式で設定します(HEX欄/BIN欄)。判定しない場合は，X
を選択します。
HEX欄とBIN欄の設定は連動しています。

30. ジョグシャトル&SELECTで，AckをX，1，または0から設定します。

サーチタイプをByte PatternまたはIndefinite Stateから選択します。

AckをX，1，または0から設定します。

アドレスパターンを16進数または2進数
で設定します。

データパターンを16進数または2進数
で設定します。
AckをX，1，または0から設定します。

31. ESCを押します。Search Setupダイアログボックスが閉じます。

1.5　解析する/サーチする
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1.5　解析する/サーチする

サーチの実行

32. NextまたはPreviousのどちらかのソフトキーを押します。サーチが実行されます。
・ 判定パターンと一致すると，画面の下にある解析データのリスト上で，該当するデータ
(サーチデータ)がハイライト表示されます。ズームボックスが，サーチデータを中心と
した位置に移動し，ズーム波形表示枠にサーチデータのズーム波形が表示されます。

・ Nextのソフトキーを押すと，画面の下にある解析データのリストでハイライト表示され
ているデータよりも後(右方向)のデータをサーチします。

・ Previousのソフトキーを押すと，画面の下にある解析データのリストでハイライト表示
されているデータよりも前(左方向)のデータをサーチします。

・ 操作26でIndefinite State(不定データ)を選択してサーチを実行した場合は，不定データ
をハイライト表示します。

左方向にサーチが
実行されます。

右方向にサーチが
実行されます。
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解　　説

解析条件の設定：Analyze Setup

次の条件を設定できます。

●クロックチャネル：Clock CH

クロックチャネルをCH1またはCH3のいずれかから選択します。クロックチャネルに
CH1を選択するとデータチャネルはCH2，クロックチャネルにCH3を選択するとデー
タチャネルはCH4になります。

・レベル：Level

クロック信号の立ち上がり，立ち下がりを判断するレベルを設定します。
設定範囲： 画面内8div分
設定分解能： 0.01div(例えば，2mV/divのとき，設定分解能は0.02mVです。)

・ヒステリシス：Hysteresis

設定範囲：0.3div～4.0div

●データチャネル：Data CH

データチャネルをCH2またはCH4のいずれかから選択します。データチャネルにCH2
を選択するとクロックチャネルはCH1，データチャネルにCH4を選択するとクロック
チャネルはCH3になります。

・スレショルドレベルの設定

データチャネルの信号レベルが0，1，または不定データのいずれになるかを判断する
レベルを設定します。
Thr Upper このレベルを超える信号を1とします。

Thr Lower このレベル未満の信号を0とします。

Thr Lower ≦ データ信号レベル ≦ Thr Upper の場合は，不定データとします。
不定データが見つかった場合は，解析結果の表示画面で，不定データが存在するバイト
のヘキサ表示欄に「＊」を表示します。

SDA

SCL
1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 0 0 1

不定データ

0 0 1

Thr Lower
Thr Upper

● 解析基準点：Reference Point

解析を開始する基準点(Reference Point)を次の中から選択します。
Trigger Position トリガポジションを基準点にします。

Manual －5～＋5divの範囲で基準点を設定できます。

●解析対象

次のデータを解析できます。
・ヒストリデータ
・波形の取り込みをストップしたときに表示されているデータ
・ロードしたアクイジションデータ(ACQデータ)
ヒストリデータの解析対象は，「Select Record」で選択した波形だけです。

1.5　解析する/サーチする
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解析可能範囲

画面表示範囲内のアクイジションデータを対象に解析します。表示できる解析結果は，
40000バイト分です。ただし，解析バイト数によって，次のようになります。

・全解析結果が40000バイト分以下の場合

Reference Pointの位置に関係なく，すべて表示されます。

・全解析結果が40000バイト分より多い場合

Pre*側およびPost*側の解析結果の数によって，次のように表示されます。
・ Pre側=30000，Post側=30000　→　Pre側=20000，Post側=20000を表示
・ Pre側=10000，Post側=50000　→　Pre側=10000，Post側=30000を表示
・ Pre側=50000，Post側=10000　→　Pre側=30000，Post側=10000を表示

* Pre ：Reference Pointの前(左)方向
Post ：Reference Pointの後(右)方向

●解析時の注意

・波形取り込みがスタート中は，解析/サーチできません。
・アキュムレート波形は，解析/サーチできません。

解析データのリスト(解析結果リスト)

次の3項目を表示します。
・解析番号
・解析したデータのヘキサ表示
・ Acknowledgeビットの状態

●解析番号：No.

最大40000まで表示できます。

●解析したデータのヘキサ表示：Hex

解析したデータをヘキサ表示します。ただし，1バイトのデータが8ビット未満の場合
には，データを表示しません。不定点データが存在する場合は，「＊」を表示します。
不定点データは，1ビット前のデータと同じ値として解析します。先頭のデータが不定
点データの場合は，0として解析します。

● Acknowledgeビットの状態：Ack

Acknowledgeビットの状態を表示します。Acknowledgeビットがある場合は「0」，
Acknowledgeビットがない場合は「1」になります。

Note
解析を実行すると，解析結果リストの任意のバイトを選択(ハイライト表示)して，そのバイト
の先頭にZoom Positionが移動します。また，Zoom Positionを移動すると，Zoom Position
に対応するバイトに，解析結果リストのハイライト表示が移動します。

1.5　解析する/サーチする
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解析データの詳細なリスト(詳細解析結果リスト)：Detail

解析データのさらに詳細な情報をリスト表示できます。次の内容を表示します。
・解析番号
・ストップコンディション/スタートコンディション
・ Read/Write信号
・解析基準点からの時間*

・データのバイナリ表示
・データのヘキサ表示
・ Acknowledgeビットの状態

ストップコンディション

スタートコンディション

Read/Write信号(R=Read，W=Write)
Reference Pointからの時間*

データのバイナリ表示
データのヘキサ表示

Acknowledgeビットの状態
1：アクノレッジなし
0：アクノレッジあり

ストップコンディション
直前のバイト情報

スタートコンディション
直後のバイト情報

詳細解析結果リストでは，指定した番号のデータをハイライト表示します。
波形表示画面では，指定した番号のデータをズーム画面に表示します。

* Time(ms)の表示時間について

...

...

SDA

SCL

1 2 3 4 5 6 7 8 9 Reference Pointから，データの
9ビット目の立ち下がりまでの時間を表示

Reference Point

1.5　解析する/サーチする
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サーチ条件の設定：Search Setup

次の条件を設定できます。

●サーチタイプ：Type

サーチタイプを選択できます。
Byte Pattern(パターンサーチ)
バイトパターンと一致する解析データをサーチします。

Indefinite State(不定データサーチ)
解析データから不定データをサーチします。

●サーチタイプがByte Patternの場合

バイナリまたはヘキサでサーチするバイトパターンを設定します。アドレスパターン，
データパターン，およびAcknowledgeビットの状態を設定できます。「X」が設定され
ているビットは，サーチの対象外です。
4ビットごとのバイナリ表示に1つでも「X」が含まれていると，対応するヘキサ表示は
「$」になります。4ビットがすべて「X」の場合は，ヘキサ表示も「X」になります。

Note
不定データは，常に設定したステータスと一致していると判断します。

●サーチタイプがIndefinite Stateの場合

解析結果から，不定データをサーチします。パターンサーチと不定データサーチを同時
に行うことはできません。

サーチの実行：Next，Prev

NextまたはPrevのソフトキーを押すと，サーチが実行されます。サーチタイプ(パターン
サーチまたは不定データサーチ)によって，次のような動作になります。

・パターンサーチの場合

Next：現在選択されているフレームより後(右方向)のフレームをサーチします。
Prev：現在選択されているフレームより前(左方向)のフレームをサーチします。

・不定データサーチの場合

Next：現在のズーム位置(Z1 Pos)よりも後(右方向)のデータをサーチします。
Prev：現在のズーム位置(Z1 Pos)よりも前(左方向)のデータをサーチします。

●サーチ結果の表示

・パターンサーチの場合

・ Address PatternまたはData Patternが1つ以上が選択されているとき

設定したアドレスパターン/データパターンの条件と一致する波形がみつかると，そ
のパターンの先頭にズーム位置(Z1 Pos)が移動します。

・ Address PatternまたはData PatternがどちらもOFFのとき

「パターンが設定されていません。」(エラーコード：730)のメッセージが表示され
ます。

・不定データサーチの場合

不定データの先頭にズーム位置(Z1 Pos)が移動します。

1.5　解析する/サーチする
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1.6 詳細解析結果リストのデータを保存する

詳細解析結果リストのデータをASCII形式で保存できます。

注　　意
ストレージメディアのアクセスインジケータやアイコンが点滅中は，メディア
(ディスク)を取り出したり，電源をOFFにしないでください。メディアが損傷し
たり，メディア上のデータが壊れる恐れがあります。

操　　作

ACTION DELAY

X - Y MENU MENU PHASE

SEARCH
HORIZONTALVERTICAL TRIGGER

TRIG  D

HELP
ESC

SELECTRESET

SIMPLE

MODE POSITION

MATHMISCFILE

CLEAR
TRACE

HISTORY

MEASURE

SETUP

PRESET

DISPLAY

CURSOR

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

POWER

COPY IMAGE   SAVE SHIFT

ZOOM

GO/NO-GO

ENHANCED

ACQ START/STOP

SNAP
SHOT

V DIV TIME DIV

・ 操作途中でメニューから抜け出すには，ソフト
 キーの上部にあるESCを押します。
・ 以下の操作説明では，ジョグシャトル&SELECT
という用語で，ジョグシャトル，SELECT，
RESETを使って，項目を選択/設定したり，数値
を入力するときの操作を示しています。ジョグ

 シャトル，SELECT，RESETを使った操作の詳
細については，DL1700Eシリーズユーザーズマ
ニュアルの4.1節または4.2節をご覧ください。

・ USBキーボードやUSBマウスを使っての操作に
ついては，DL1700Eシリーズユーザーズマニュ
アルの4.3節をご覧ください。

1. FILEを押します。FILEメニューが表示されます。
2. File Itemのソフトキーを押します。File Itemメニューが表示されます。

3. I2C Busのソフトキーを押します。

4. Saveのソフトキーを押します。Saveメニューが表示されます。

保存先のメディア/ディレクトリの選択

5. DL1700Eシリーズユーザーズマニュアル(IM701730-01)の12-14ページの操作
13～15と同じです。

保存するファイル名/コメントの設定

6. DL1700Eシリーズユーザーズマニュアル(IM701730-01)の12-14ページの操作
16～19と同じです。
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保存の実行

7. Save Execのソフトキーを押します。Path=......に表示されたディレクトリへの保
存が実行されます。同時にSave Execソフトキーの名称が，Abortに変わりま
す。

保存の中止

8. Abortのソフトキーを押します。保存が中止されます。同時にAbortソフトキーの
名称が，Save Execに変わります。

File Listウインドウに表示するファイルの指定・プロパティの表示

9. DL1700Eシリーズユーザーズマニュアル(IM701730-01)の12-15ページの操作
22～25と同じです。

解　　説

保存を実行すると，指定した保存先に解析結果のデータがASCII形式で保存されます。拡
張子は「.TXT」，データ容量は(解析結果の数×47)＋47バイトです。

[保存例]

保存時の注意

・オートネーミング機能をONにしているときに保存できるファイル数は，最大1150ファ
イルです。

・ 1つのディレクトリ内のファイル数とディレクトリ数の合計が2500を超えると，File
Listボックスの内容が表示されなくなります。

1.6　詳細解析結果リストのデータを保存する
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1.7 エラーメッセージ

ご使用中に画面にメッセージが表示されることがあります。その意味と対処方法を説明し
ます。ここでは，I2Cバス信号解析機能に関するエラーメッセージだけを記載しています。
これら以外にも本体および通信関連のエラーメッセージがあります。これらのメッセージ
については，別冊のDL1700Eシリーズユーザーズマニュアル(IM 701730-01)および
DL1700Eシリーズ通信インタフェースユーザーズマニュアル(IM 701730-17)に記載して
あります。
なお，メッセージは，日本語/英語のどちらかの言語で表示させるかを設定できます。メッ
セージ言語の設定方法については，DL1700Eシリーズユーザーズマニュアル(IM701730-
01)の「15.1　メニューの言語/メッセージの言語を変える，クリック音をON/OFFする」
をご覧ください。
対処方法でサービスが必要なときは，お買い求め先まで修理をお申し付けください。

コード メッセージ 対処方法 ページ

37 解析を中止しました。 － 1-26
Aborted the analysis.

38 データを認識できませんでした。 － 1-4，1-10，
設定を変更するか，波形を再取り込みした後， 1-25，1-30
もう一度実行してください。
Data not detected.
Execute again after changing the settings or
reacquiring the waveform.

730 パターンが設定されていません。 Search Setupダイアログボックスで 1-28
Pattern is not specified. Address PatternまたはData Patternを

有効にしてください。

739 対象となるデータが存在しません。 解析を実行してください。 1-26，1-30
解析を実行してください。
Analyzed data does not exist.
Execute the analysis.

870 設定できません。 バイト数(Data Byte)を増やしてください。 1-6，1-11
無効なバイトもしくはビットです。
Cannot be specified.
Invalid byte or bit.
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1.8 通信コマンド

ここに記載されているのは，「I2Cバス信号解析機能」に関する通信コマンドだけです。
「I2Cバス信号解析機能」以外の通信コマンドについては，DL1700Eシリーズ通信インタ
フェースユーザーズマニュアル(IM701730-17)をご覧ください。

コマンド 機能 ページ

I2C Analyzeグループ

:SEARch:I2C? 解析*機能に関するすべての設定値の問い合わせ 1-40
:SEARch:I2C:ANALyze? 解析*の実行に関するすべての設定値の問い合わせ 1-40
:SEARch:I2C:ANALyze:ABORt 解析*の実行の中止 1-40
:SEARch:I2C:ANALyze:EXECute 解析*の実行 1-40
:SEARch:I2C:ANALyze:SETup? 解析*条件に関するすべての設定値の問い合わせ 1-40
:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk? 解析*条件におけるクロックチャネルのすべての設定値の問い合わせ 1-40
:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk:HYSTeresis

解析*条件におけるクロックチャネルのヒステリシスの設定/問い合わせ 1-40
:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk:LEVel

解析*条件におけるクロックチャネルのレベルの設定/問い合わせ 1-41
:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk:SOURce

解析*条件におけるクロックチャネルの対象波形の設定/問い合わせ 1-41
:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:DATA? 解析*条件におけるデータチャネルのすべての設定値の問い合わせ 1-41
:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:DATA:LEVel

解析*条件におけるデータチャネルのスレショルドレベルの設定/ 1-41
問い合わせ

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:DATA:SOURce

解析*条件におけるデータチャネルの対象波形の設定/問い合わせ 1-41
:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:MPOSition解析*基準点を手動で設定したときの基準位置の設定/問い合わせ 1-41
:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:RPOint 解析*基準点をトリガポジションにするか，手動で設定するかの設定/ 1-41

問い合わせ
:SEARch:I2C:LIST? {<NRf>} 解析*結果の1バイト分を文字列として出力 1-41
:SEARch:I2C:SEARch? 解析*結果のサーチに関するすべての設定値の問い合わせ 1-41
:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess? 解析*結果のアドレスパターンによるサーチに関するすべての設定値の 1-42

問い合わせ
:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:ACK 解析*結果のアドレスパターンによるサーチのAck条件の設定/問い合わせ1-42
:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:HEXa 解析*結果のアドレスパターンによるサーチのパターンをHEXで設定 1-42
:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:MODE 解析*結果のサーチ時のアドレスパターンの有効/無効の設定/問い合わせ 1-42
:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:PATTern 解析*結果のアドレスパターンによるサーチのパターンをBINARYで 1-42

設定/問い合わせ
:SEARch:I2C:SEARch:DATA? 解析*結果のデータパターンによるサーチに関するすべての設定値の 1-42

問い合わせ
:SEARch:I2C:SEARch:DATA:ACK 解析*結果のデータパターンによるサーチのAck条件の設定/問い合わせ 1-42
:SEARch:I2C:SEARch:DATA:HEXa 解析*結果のデータパターンによるサーチのパターンをHEXで設定 1-42
:SEARch:I2C:SEARch:DATA:MODE 解析*結果のサーチ時のデータパターンの有効/無効の設定/問い合わせ 1-42
:SEARch:I2C:SEARch:DATA:PATTern 解析*結果のデータパターンによるサーチのパターンをBINARYで設定/ 1-42

問い合わせ
:SEARch:I2C:SEARch:NEXT? 解析*結果のサーチを現バイトより後のバイトに対して実行/ 1-43

サーチ位置の返し
:SEARch:I2C:SEARch:PREVious? 解析*結果のサーチを現バイトより前のバイトに対して実行/ 1-43

サーチ位置の返し
:SEARch:I2C:SEARch:TYPE 解析*結果のサーチタイプの設定/問い合わせ 1-43
:SEARch:TYPE サーチ方法の設定/問い合わせ 1-43

I2C Fileグループ

:FILE:SAVE:I2C:ABORt 解析*の詳細解析結果リストのデータの保存の中止 1-44
:FILE:SAVE:I2C[:EXECute] 解析*の詳細解析結果リストのデータの保存の実行(オーバラップコマンド)1-44
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コマンド 機能 ページ

I2C Triggerグループ

:TRIGger:I2C? トリガ*に関するすべての設定値の問い合わせ 1-46
:TRIGger:I2C:ADDRess? トリガ*のAdrs&Dataトリガに関するすべての設定値の問い合わせ 1-46
:TRIGger:I2C:ADDRess:ABCount トリガ*のAdrs&Dataトリガ時のData2 Patternの比較するバイトデータ 1-46

の場所の設定/問い合わせ
:TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess? トリガ*のAdrs&Dataトリガ時のアドレスパターン設定に関するすべて 1-46

の設定値の問い合わせ
:TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess:HEXa トリガ*のAdrs&Dataトリガ時のアドレスパターンをHEXで設定 1-46
:TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess:MODE トリガ*のAdrs&Dataトリガ時のアドレスパターンの有効/無効の設定/ 1-47

問い合わせ
:TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess:PATTern

トリガ*のAdrs&Dataトリガ時のアドレスパターンをBINARYで設定/ 1-47
問い合わせ

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA<x>? トリガ*のAdrs&Dataトリガ時の各データパターン設定に関するすべて 1-47
の設定値の問い合わせ

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA<x>:CONDition

トリガ*のAdrs&Dataトリガ時の各データパターンのコンディションの 1-47
設定/問い合わせ

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA<x>:DBYTe トリガ*のAdrs&Dataトリガ時のデータパターン(Data2 Pattern)の 1-47
バイト数の設定/問い合わせ

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA<x>:HEXa<y>

トリガ*のAdrs&Dataトリガ時の各データパターンをHEXで設定 1-47
:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA<x>:MODE トリガ*のAdrs&Dataトリガ時の各データパターンの有効/無効の設定/ 1-47

問い合わせ
:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA<x>:PATTern<y>

トリガ*のAdrs&Dataトリガ時の各データパターンをBINARYで設定/ 1-47
問い合わせ

:TRIGger:I2C:BCOunt トリガ*のAdrs&Dataトリガ時のバイトカウントの設定/問い合わせ 1-48
:TRIGger:I2C:COMBination トリガ*のコンビネーショントリガの設定/問い合わせ 1-48
:TRIGger:I2C:IREStart トリガ*のRestartコンディションを無視する(YES)/しない(NO)の設定/ 1-48

問い合わせ
:TRIGger:I2C:IUNexpected トリガ*のプロトコルから外れたスタートコンディション/ストップコン 1-48

ディションを無視する(YES)/しない(NO)の設定/問い合わせ
:TRIGger:I2C:PATTern? トリガ*のコンビネーショントリガの各チャネルのパターン設定に関する 1-48

すべての設定値の問い合わせ
:TRIGger:I2C:PATTern:CHANnel<x> トリガ*のコンビネーショントリガの各チャネルの状態(パターンまたは 1-48

スロープ)の設定/問い合わせ
:TRIGger:I2C:PATTern:CLOCk トリガ*のコンビネーショントリガのクロックチャネルの設定/問い 1-48

合わせ
:TRIGger:I2C:PATTern:CONDition トリガ*のコンビネーショントリガのパターンのコンディションの設定/ 1-48

問い合わせ
:TRIGger:I2C:TYPE トリガ*のトリガタイプの設定/問い合わせ 1-48
:TRIGger:TYPE トリガの種類の設定/問い合わせ 1-49

* 本節の各コマンドの機能の説明では，「I2Cバス信号解析機能の解析」を省略して「解析」と呼びます。「I2Cバス信号解析機能の
トリガ」を省略して「トリガ」と呼びます。

1.8　通信コマンド
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●I2C Analyzeグループ
I2C Analyzeグループは，フロントパネルのSHIFTキー＋ZOOMキーのI2Cバスメニューと同じ設定/設定内容の問
い合わせ/実行ができます。

:SEARch :

I2C : ANALyz e : ABORt

EXECute

SETup : CLOCk : HYSTeresis <Space> <NRf>

＜電圧＞

<電圧> ＜電圧＞

＜文字列＞

＜文字列＞

＜文字列＞

＜文字列＞

＜文字列＞

?

LEVel <Space>

?

SOURce <Space> <NRf>

?

?

DATA : LEVel <Space> ,

?

SOURce <Space> <NRf>

?

?

MPOSition <Space> <NRf>

?

RPOint <Space> TRIGg er

MANual

?

?

?

LIST ? <Space> <NRf>

?

SEARch : ADDRess : ACK <Space>

MODE <Space> OFF

ON

<NRf>

?

PA TTern <Space>

?

?

DATA : ACK <Space>

?

?

HEXa <Space>

＜文字列＞HEXa <Space>

MODE <Space> OFF

ON

<NRf>

?

PA TTern <Space>

?

?

NEXT ?

;

;

;

;

;

;

;

;

;

PREVious ?

**

*

1.8　通信コマンド
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?

TYPE <Space>

I2CBus

?

TYPE <Space> PA TTern

INDefinite

?

?

*　電流プローブ設定時は，<電流>となります。

1.8　通信コマンド

:SEARch:I2C?
機能 解析機能に関するすべての設定値を問い合わせま

す。
構文 :SEARch:I2C?

例 :SEARCH:I2C? -> :SEARCH:I2C:ANALYZE:

SETUP:CLOCK:SOURCE 1;LEVEL 1.000E+00;

HYSTERESIS 0.3;:SEARCH:I2C:ANALYZE:

SETUP:DATA:SOURCE 2;

LEVEL 1.000E+00,0.000E+00;:SEARCH:I2C:

ANALYZE:SETUP::RPOINT TRIGGER;

MPOSITION -4.00000;:SEARCH:I2C:SEARCH:

TYPE PATTERN;ADDRESS:MODE 1;

PATTERN "X0X10X10";ACK "X";:SEARCH:I2C:

SEARCH:DATA:MODE 1;PATTERN "10X10X10";

ACK "X"

:SEARch:I2C:ANALyze?
機能 解析の実行に関するすべての設定値を問い合わせま

す。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze?

例 :SEARCH:I2C:ANALYZE? -> :SEARCH:I2C:

ANALYZE:SETUP:CLOCK:SOURCE 1;LEVEL

1.000E+00;HYSTERESIS 0.3;:SEARCH:I2C:

ANALYZE:SETUP:DATA:SOURCE 2;

LEVEL 1.000E+00,0.000E+00;:SEARCH:I2C:

ANALYZE:SETUP::RPOINT TRIGGER;

MPOSITION -4.00000

:SEARch:I2C:ANALyze:ABORt
機能 解析の実行を中止します。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze:ABORt

例 :SEARCH:I2C:ANALYZE:ABORT

:SEARch:I2C:ANALyze:EXECute
機能 解析を実行します。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze:EXECute

例 :SEARCH:I2C:ANALYZE:EXECUTE

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup?
機能 解析条件に関するすべての設定値を問い合わせま

す。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze:SETup?

例 :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP? -> :SEARCH:

I2C:ANALYZE:SETUP:CLOCK:SOURCE 1;

LEVEL 1.000E+00;HYSTERESIS 0.3;:SEARCH:

I2C:ANALYZE:SETUP:DATA:SOURCE 2;

LEVEL 1.000E+00,0.000E+00;:SEARCH:I2C:

ANALYZE:SETUP::RPOINT TRIGGER;

MPOSITION -4.00000

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk?
機能 解析条件におけるクロックチャネルのすべての設定

値を問い合わせます。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk?

例 :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:CLOCK? ->

:SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

SOURCE 1;LEVEL 1.000E+00;HYSTERESIS 0.3

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk:

HYSTeresis
機能 解析条件におけるクロックチャネルのヒステリシス

を設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk:

HYSTeresis {<NRf>}

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk:

HYSTeresis?

<NRf>＝0.3～4.0(div,0.1ステップ)
例 :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

HYSTERESIS 0.5

:SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

HYSTERESIS? -> :SEARCH:I2C:ANALYZE:

SETUP:CLOCK:HYSTERESIS 0.5
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:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk:

LEVel
機能 解析条件におけるクロックチャネルのレベルを設定/

問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk:LEVel

{<電圧>}

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk:LEVel?

<電圧>＝画面8div分(0.01divステップ)
例 :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

LEVEL 1V

:SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

LEVEL? -> :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:

CLOCK:LEVEL 1.000E+00

解説 クロックチャネルに電流プローブを接続している
チャネルを設定したときは，<電流>での設定/問い
合わせになります。

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk:

SOURce
機能 解析条件におけるクロックチャネルの対象波形を設

定/問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk:SOURce

{<NRf>}

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk:SOURce?

<NRf>＝1，3
例 :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

SOURCE 1

:SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

SOURCE? -> :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:

CLOCK:SOURCE 1

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:DATA?
機能 解析条件におけるデータチャネルのすべての設定値

を問い合わせます。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze:SETup:DATA?

例 :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:DATA? ->

:SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:DATA:

SOURCE 2;LEVEL 1.000E+00,0.000E+00

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:DATA:LEVel
機能 解析条件におけるデータチャネルのスレショルドレ

ベルを設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze:SETup:DATA:LEVel {<

電圧>,<電圧>}
:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:DATA:LEVel?

<電圧>＝画面8div分(0.01divステップ)
例 :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:DATA:

LEVEL 1V,0V

:SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:DATA:LEVEL?

-> :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:DATA:

LEVEL 1.000E+00,0.000E+00

解説 データチャネルに電流プローブを接続しているチャ
ネルを設定したときは，<電流>での設定/問い合わ
せになります。

1.8　通信コマンド

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:DATA:

SOURce
機能 解析条件におけるデータチャネルの対象波形を設定/

問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze:SETup:DATA:SOURce

{<NRf>}

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:DATA:SOURce?

<NRf>＝2，4
例 :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:DATA:SOURCE 2

:SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:DATA:SOURCE?

-> :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:DATA:

SOURCE 2

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:MPOSition
機能 解析基準点を手動で設定したときの基準位置を設定/

問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze:SETup:MPOSition

{<NRf>}

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:MPOSition?

<NRf>＝－5～5div(10div/表示レコード長ステップ)
例 :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:

MPOSITION -4.000

:SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:MPOSITION? ->

:SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:

MPOSITION -4.00000

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:RPOint
機能 解析基準点をトリガポジションにするか，手動で設

定するかを設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze:SETup:RPOint

{TRIGger|MANual}

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:RPOint?

例 :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:

RPOINT TRIGGER

:SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:RPOINT? ->

:SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:

RPOINT TRIGGER

:SEARch:I2C:LIST? {<NRf>}
機能 解析結果の1バイト分を文字列として出力します。
構文 :SEARch:I2C:LIST? {<NRf>}

<NRf>＝－40000～40000
例 :SEARCH:I2C:LIST? 1 ->

"      1      0.024   00001111  0F 0"

:SEARch:I2C:SEARch?
機能 解析結果のサーチに関するすべての設定値を問い合

わせます。
構文 :SEARch:I2C:SEARch?

例 :SEARCH:I2C:SEARCH? -> :SEARCH:I2C:

SEARCH:TYPE PATTERN;ADDRESS:MODE 1;

PATTERN "X0X10X10";ACK "X";:SEARCH:I2C:

SEARCH:DATA:MODE 1;PATTERN "10X10X10";

ACK "X"
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:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess?
機能 解析結果のアドレスパターンによるサーチに関する

すべての設定値を問い合わせます。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:ADDRess?

例 :SEARCH:I2C:SEARCH:ADDRESS? ->

:SEARCH:I2C:SEARCH:ADDRESS:MODE 1;

PATTERN "X0X10X10";ACK "X"

:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:ACK
機能 解析結果のアドレスパターンによるサーチのAck条

件を設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:ACK {<文字列

>}

:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:ACK?

<文字列>＝'0'，'1'，'X'
例 :SEARCH:I2C:SEARCH:ADDRESS:ACK "X"

:SEARCH:I2C:SEARCH:ADDRESS:ACK? ->

:SEARCH:I2C:SEARCH:ADDRESS:ACK "X"

:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:HEXa
機能 解析結果のアドレスパターンによるサーチのパター

ンをHEXで設定します。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:HEXa {<文字列

>}

<文字列>＝'0'～'F'，'X'の組み合わせ2文字
例 :SEARCH:I2C:SEARCH:ADDRESS:HEXA "1A"

:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:MODE
機能 解析結果のサーチ時のアドレスパターンの有効/無効

を設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:MODE

{<Boolean>}

:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:MODE?

例 :SEARCH:I2C:SEARCH:ADDRESS:MODE ON

:SEARCH:I2C:SEARCH:ADDRESS:MODE? ->

:SEARCH:I2C:SEARCH:ADDRESS:MODE 1

:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:PATTern
機能 解析結果のアドレスパターンによるサーチのパター

ンをBINARYで設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:PATTern {<文

字列>}
:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:PATTern?

<文字列>＝'0'，'1'，'X'の組み合わせ8文字
(8文字目は，R/W

_
ビット)

例 :SEARCH:I2C:SEARCH:ADDRESS:

PATTERN "X0X10X10"

:SEARCH:I2C:SEARCH:ADDRESS:PATTERN? ->

:SEARCH:I2C:SEARCH:ADDRESS:

PATTERN "X0X10X10"

1.8　通信コマンド

:SEARch:I2C:SEARch:DATA?
機能 解析結果のデータパターンによるサーチに関するす

べての設定値を問い合わせます。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:DATA?

例 :SEARCH:I2C:SEARCH:DATA? ->

:SEARCH:I2C:SEARCH:DATA:MODE 1;

PATTERN "10X10X10";ACK "X"

:SEARch:I2C:SEARch:DATA:ACK
機能 解析結果のデータパターンによるサーチのAck条件

を設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:DATA:ACK {<文字列>}

:SEARch:I2C:SEARch:DATA:ACK?

<文字列>＝'0'，'1'，'X'
例 :SEARCH:I2C:SEARCH:DATA:ACK "X"

:SEARCH:I2C:SEARCH:DATA:ACK? ->

:SEARCH:I2C:SEARCH:DATA:ACK "X"

:SEARch:I2C:SEARch:DATA:HEXa
機能 解析結果のデータパターンによるサーチのパターン

をHEXで設定します。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:DATA:HEXa {<文字列>}

<文字列>＝'0'～'F'，'X'の組み合わせ2文字
例 :SEARCH:I2C:SEARCH:DATA:HEXA "2B"

:SEARCH:I2C:SEARCH:DATA:HEXA? ->

:SEARCH:I2C:SEARCH:DATA:HEXA "2B"

:SEARch:I2C:SEARch:DATA:MODE
機能 解析結果のサーチ時のデータパターンの有効/無効を

設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:DATA:MODE

{<Boolean>}

:SEARch:I2C:SEARch:DATA:MODE?

例 :SEARCH:I2C:SEARCH:DATA:MODE ON

:SEARCH:I2C:SEARCH:DATA:MODE? ->

:SEARCH:I2C:SEARCH:DATA:MODE 1

:SEARch:I2C:SEARch:DATA:PATTern
機能 解析結果のデータパターンによるサーチのパターン

をBINARYで設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:DATA:PATTern {<文字列

>}

:SEARch:I2C:SEARch:DATA:PATTern?

<文字列>＝'0'，'1'，'X'の組み合わせ8文字
(8文字目は，R/W

_
ビット)

例 :SEARCH:I2C:SEARCH:DATA:

PATTERN "10X10X10"

:SEARCH:I2C:SEARCH:DATA:PATTERN? ->

:SEARCH:I2C:SEARCH:DATA:

PATTERN "10X10X10"
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:SEARch:I2C:SEARch:NEXT?
機能 解析結果のサーチを現バイトより後のバイトに対し

て行い，サーチ位置を返します。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:NEXT?

例 :SEARCH:I2C:SEARCH:NEXT? -> 10

解説 サーチが成功した場合は，－40000～40000の値が
返ります。失敗した場合は，「NAN」が返ります。

:SEARch:I2C:SEARch:PREVious?
機能 解析結果のサーチを現バイトより前のバイトに対し

て行い，サーチ位置を返します。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:PREVious?

例 :SEARCH:I2C:SEARCH:PREVIOUS? -> -10

解説 サーチが成功した場合は，－40000～40000の値が
返ります。失敗した場合は，「NAN」が返ります。

:SEARch:I2C:SEARch:TYPE
機能 解析結果のサーチタイプを設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:TYPE

{PATTern|INDefinite}

:SEARch:I2C:SEARch:TYPE?

例 :SEARCH:I2C:SEARCH:TYPE PATTERN

:SEARCH:I2C:SEARCH:TYPE? ->

:SEARCH:I2C:SEARCH:TYPE PATTERN

:SEARch:TYPE
機能 サーチ方法を設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:TYPE {SPATtern|WIDTh|EDGE|

PPATtern|ASCRoll|I2CBus|SPIBus}

:SEARch:TYPE?

例 :SEARCH:TYPE I2CBUS

:SEARCH:TYPE? -> :SEARCH:TYPE I2CBUS

1.8　通信コマンド
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●I2C Fileグループ
I2C Fileグループは，フロントパネルのFILEキーのI2Cバスメニューと同じ設定/設定内容の問い合わせ/実行ができ
ます。

I2C

:FILE :

SAVE :

:

ABORt

EXECute

?

;

;

1.8　通信コマンド

:FILE:SAVE:I2C:ABORt
機能 解析の詳細解析結果リストのデータの保存を中止し

ます。
構文 :FILE:SAVE:I2C:ABORt

例 :FILE:SAVE:I2C:ABORT

:FILE:SAVE:I2C[:EXECute]
機能 解析の詳細解析結果リストのデータの保存を実行し

ます。オーバラップコマンドです。
構文 :FILE:SAVE:I2C[:EXECute]

例 :FILE:SAVE:I2C:EXECUTE
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●I2C Triggerグループ
I2C Triggerグループは，フロントパネルのENHANCEDキーのI2Cバスメニューと同じ設定/設定内容の問い合わせ
ができます。

:TRIGger :

I2C : ADDRess :

ADDRess : HEXa <Space>

MODE <Space> OFF

ON

<NRf>

?

PA TTern <Space>

?

＜文字列＞

＜文字列＞

＜文字列＞

＜文字列＞

?

DATA

ABCount

<x> : CONDition <Space> TRUE

FALSE

?

HEXa <Space>

MODE <Space> OFF

ON

<NRf>

?

PA TTern <Space>

?

<NRf>DBYTe <Space>

?

?

IREStar t <Space> YES

NO

?

<Space> FIRStbyte

ANYWhere

?

IUNexpected <Space> YES

NO

?

?

BCOunt <Space> X

<NRf>

?

COMBination <Space> ONLY

ONPattern

APATtern

?

<y>

<y>

;

;

;

;

;

1.8　通信コマンド
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RISE

FALL

?

CLOCk <Space> NONE

<NRf>

?

CONDition <Space> ENTer

EXIT

TRUE

FALSe

?

?

PA TTern : CHANnel <x> <Space> HIGH

LOW

DONTcare

;

TYPE <Space> NACK

ADDRess

?

?

TYPE <Space>

I2CBus

?

1.8　通信コマンド

:TRIGger:I2C?
機能 トリガに関するすべての設定値を問い合わせます。
構文 :TRIGger:I2C?

例 :TRIGGER:I2C? -> :TRIGGER:I2C:

COMBINATION ONLY;TYPE ADDRESS;ADDRESS:

ADDRESS:MODE 0;PATTERN "XXXXXXXX";:

TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA1:MODE 0;

PATTERN1 "XXXXXXXX";CONDITION TRUE;:

TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA2:DBYTE 2;

MODE 0;PATTERN1 "XXXXXXXX";

PATTERN2 "XXXXXXXX";CONDITION TRUE;:

TRIGGER:I2C:ADDRESS:ABCOUNT FIRSTBYTE;:

TRIGGER:I2C:IRESTART NO;IUNEXPECTED NO;

BCOUNT 0

:TRIGger:I2C:ADDRess?
機能 トリガのAdrs&Dataトリガに関するすべての設定値

を問い合わせます。
構文 :TRIGger:I2C:ADDRess?

例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS? -> :TRIGGER:I2C:

ADDRESS:ADDRESS:MODE 0;

PATTERN "XXXXXXXX";:TRIGGER:I2C:

ADDRESS:DATA1:MODE 0;PATTERN1

"XXXXXXXX";CONDITION TRUE;:TRIGGER:I2C:

ADDRESS:DATA2:DBYTE 2;MODE 0;

PATTERN1 "XXXXXXXX";

PATTERN2 "XXXXXXXX";CONDITION TRUE;:

TRIGGER:I2C:ADDRESS:ABCOUNT FIRSTBYTE

:TRIGger:I2C:ADDRess:ABCount
機能 トリガのAdrs&Dataトリガ時のData2 Patternの比

較するバイトデータの場所を設定/問い合わせしま
す。

構文 :TRIGger:I2C:ADDRess:ABCount

{FIRStbyte|ANYWhere}

:TRIGger:I2C:ADDRess:ABCount?

例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS:ABCOUNT FIRSTBYTE

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:ABCOUNT? ->

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:ABCOUNT FIRSTBYTE

:TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess?
機能 トリガのAdrs&Dataトリガ時のアドレスパターン設

定に関するすべての設定値を問い合わせます。
構文 :TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess?

例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS:ADDRESS? ->

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:ADDRESS:MODE 0;

PATTERN "X0X10X10"

:TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess:HEXa
機能 トリガのAdrs&Dataトリガ時のアドレスパターンを

HEXで設定します。
構文 :TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess:HEXa {<文

字列>}
<文字列>＝'0'～'F'，'X'の組み合わせ2文字

例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS:ADDRESS:HEXA "1A"
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1.8　通信コマンド

:TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess:MODE
機能 トリガのAdrs&Dataトリガ時のアドレスパターンの

有効/無効を設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess:MODE

{<Boolean>}

:TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess:MODE?

例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS:ADDRESS:MODE ON

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:ADDRESS:MODE? ->

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:ADDRESS:MODE 1

:TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess:PATTern
機能 トリガのAdrs&Dataトリガ時のアドレスパターンを

BINARYで設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess:PATTern {<

文字列>}

:TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess:PATTern?

<文字列>＝'0'，'1'，'X'の組み合わせ8文字
(8文字目は，R/W

_
ビット)

例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS:ADDRESS:

PATTERN "X0X10X10"

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:ADDRESS:PATTERN?

-> :TRIGGER:I2C:ADDRESS:ADDRESS:

PATTERN "X0X10X10"

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA<x>?
機能 トリガのAdrs&Dataトリガ時の各データパターン設

定に関するすべての設定値を問い合わせます。
構文 :TRIGger:I2C:ADDRess:DATA<x>?

<x>＝1，2
例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA1? ->

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA1:MODE 0;

PATTERN 1 "10X10X10";CONDITION FALSE

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA<x>:

CONDition
機能 トリガのAdrs&Dataトリガ時の各データパターンの

コンディションを設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:I2C:ADDRess:DATA<x>:CONDition

{TRUE|FALSE}

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA<x>:CONDition?

<x>＝1，2
例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA1:

CONDITION TRUE:

TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA1:CONDITION? ->

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA1:

CONDITION TRUE

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA<x>:DBYTe
機能 トリガのAdrs&Dataトリガ時のデータパターン

(Data2 Pattern)のバイト数を設定/問い合わせしま
す。

構文 :TRIGger:I2C:ADDRess:DATA<x>:DBYTe

{<NRf>}

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA<x>:DBYTe?

<NRf>＝1，2
<x>＝2

例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA2:DBYTE 2

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA2:DBYTE? ->

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA2:DBYTE 2

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA<x>:HEXa<y>
機能 トリガのAdrs&Dataトリガ時の各データパターンを

HEXで設定します。
構文 :TRIGger:I2C:ADDRess:DATA<x>:HEXa<y> {<

文字列>}

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA<x>:HEXa<y>?

<文字列>＝'0'～'F'，'X'の組み合わせ2文字
<x>＝1，2
<y>＝1，2(ただし，<x>＝1のときは，<y>＝1のみ)

例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA1:HEXA1 "2B"

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA<x>:MODE
機能 トリガのAdrs&Dataトリガ時の各データパターンの

有効/無効を設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:I2C:ADDRess:DATA<x>:MODE

{<Boolean>}

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA<x>:MODE?

<x>＝1，2
例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA1:MODE ON

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA1:MODE? ->

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA1:MODE 1

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA<x>:

PATTern<y>
機能 トリガのAdrs&Dataトリガ時の各データパターンを

BINARYで設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:I2C:ADDRess:DATA<x>:PATTern<y>

{<文字列>}

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA<x>:

PATTern<y>?

<文字列>＝'0'，'1'，'X'の組み合わせ8文字
<x>＝1，2
<y>＝1，2(ただし，<x>＝1のときは，<y>＝1のみ)

例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA1:

PATTERN1 "10X10X10"

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA1:PATTERN1? ->

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA1:

PATTERN1 "10X10X10"
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:TRIGger:I2C:BCOunt
機能 トリガのAdrs&Dataトリガ時のバイトカウントを設

定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:I2C:BCOunt {X|<NRf>}

:TRIGger:I2C:BCOunt?

<NRf>＝0～9999
例 :TRIGGER:I2C:BCOUNT 1

:TRIGGER:I2C:BCOUNT? ->

:TRIGGER:I2C:BCOUNT 1

:TRIGger:I2C:COMBination
機能 トリガのコンビネーショントリガを設定/問い合わせ

します。
構文 :TRIGger:I2C:COMBination

{ONLY|ONPattern|APATtern}

:TRIGger:I2C:COMBination?

例 :TRIGGER:I2C:COMBIMATION ONLY

:TRIGGER:I2C:COMBIMATION? ->

:TRIGGER:I2C:COMBIMATION ONLY

:TRIGger:I2C:IREStart
機能 トリガのRestartコンディションを無視する(YES)/

しない(NO)の設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:I2C:IREStart {YES|NO}

:TRIGger:I2C:IREStart?

例 :TRIGGER:I2C:IRESTART YES

:TRIGGER:I2C:IRESTART? ->

:TRIGGER:I2C:IRESTART YES

:TRIGger:I2C:IUNexpected
機能 トリガのプロトコルから外れたスタートコンディ

ション/ストップコンディションを無視する(YES)/
しない(NO)の設定/問い合わせします。

構文 :TRIGger:I2C:IUNexpected {YES|NO}

:TRIGger:I2C:IUNexpected?

例 :TRIGGER:I2C:IUNEXPECTED YES

:TRIGGER:I2C:IUNEXPECTED? ->

:TRIGGER:I2C:IUNEXPECTED YES

:TRIGger:I2C:PATTern?
機能 トリガのコンビネーショントリガの各チャネルのパ

ターン設定に関するすべての設定値を問い合わせし
ます。

構文 :TRIGger:I2C:PATTern?

例 :TRIGGER:I2C:PATTERN? ->

:TRIGGER:I2C:PATTERN:CLOCK NONE;

CHANNEL3 DONTCARE;CHANNEL4 DONTCARE;

CONDITION ENTER

1.8　通信コマンド

:TRIGger:I2C:PATTern:CHANnel<x>
機能 トリガのコンビネーショントリガの各チャネルの状

態(パターンまたはスロープ)を設定/問い合わせしま
す。

構文 :TRIGger:I2C:PATTern:CHANnel<x>

{HIGH|LOW|DONTcare|RISE|FALL}

:TRIGger:I2C:PATTern:CHANnel<x>?

<x>＝3，4
例 :TRIGGER:I2C:PATTERN:CHANNEL3 HIGH

:TRIGGER:I2C:PATTERN:CHANNEL3? ->

:TRIGGER:I2C:PATTERN:CHANNEL3 HIGH

解説 「:TRIGger:I2C:PATTern:CLOCk NONE」のと
きは，{HIGH|LOW|DONTcare}から，それ以外のと
きは，{RISE|FALL}から選択します。

:TRIGger:I2C:PATTern:CLOCk
機能 トリガのコンビネーショントリガのクロックチャネ

ルを設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:I2C:PATTern:CLOCk {NONE|<NRf>}

:TRIGger:I2C:PATTern:CLOCk?

<NRf>＝3，4
例 :TRIGGER:I2C:PATTERN:CLOCK 3

:TRIGGER:I2C:PATTERN:CLOCK? ->

:TRIGGER:I2C:PATTERN:CLOCK 3

解説 クロックチャネルは，「:TRIGger:I2C:
COMBination」が「APATtern」のときのみ設定/
問い合わせできます。

:TRIGger:I2C:PATTern:CONDition
機能 トリガのコンビネーショントリガのパターンのコン

ディションを設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:I2C:PATTern:CONDition

{ENTer|EXIT|TRUE|FALSe}

:TRIGger:I2C:PATTern:CONDition?

例 :TRIGGER:I2C:PATTERN:CONDITION ENTER

:TRIGGER:I2C:PATTERN:CONDITION? ->

:TRIGGER:I2C:PATTERN:CONDITION ENTER

解説 「TRIGger:I2C:COMBination」が「ONPattern」
の場合，{TRUE|FALSe}から選択します。
「TRIGger:I2C:COMBination」が「APATtern」
の場合，「TRIGger:I2C:PATTern:CLOCk」が
「NONE」のときは「{ENTer|EXIT}から選択しま
す。その他の状態のときは，設定が無効となります。

:TRIGger:I2C:TYPE
機能 トリガのトリガタイプを設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:I2C:TYPE {ADDRess|NACK}

:TRIGger:I2C:TYPE?

例 :TRIGGER:I2C:TYPE ADDRess

:TRIGGER:I2C:TYPE? ->

:TRIGGER:I2C:TYPE ADDRESS
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:TRIGger:TYPE
機能 トリガの種類を設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:TYPE {ABN|ADB|PATTern|WIDTh|

OR|TV|SIMPle|I2CBus}

:TRIGger:TYPE?

例 :TRIGGER:TYPE I2CBUS

:TRIGGER:TYPE? -> :TRIGGER:TYPE I2CBUS

1.8　通信コマンド
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第2章 SPIバス信号解析機能

2.1 SPIバス信号解析機能の概要

SPIバス信号解析機能について
SPIとは，Serial Peripheral Interfaceの略称で，SPIバスは，IC間通信やデータ通信など
で広く採用されている同期式シリアルバスです。
本機能を使うことにより，SPIバス信号の波形を表示しながらデータを解析できます。
SPIバス信号解析機能には，大別すると次の3つの機能があります。

トリガ機能　≡操作説明は2-5ページ≡

マスター出力スレーブ入力信号(MOSI)*またはマスター入力スレーブ出力信号(MISO)*の
データの1バイト(8ビット)を最小単位として，バイトごとに設定した条件と比較すること
でSPIバス信号を取り込むことができます。MOSIまたはMISOのデータは，スレーブセレ
クト信号(SS)*がアサートされた直後のクロック信号(SCK)*の有効エッジから数えて8
ビットごとに区切られます。ビット数が8の倍数でない場合は，最初のエッジからデータ
を8ビットずつ区切って比較しますが，最後の8ビット未満のデータは比較しません。

* 本機器では，CH1にSCK(クロック信号)，CH2にMOSI(マスター出力スレーブ入力信号)，CH3
にMISO(マスター入力スレーブ出力信号)，CH4にSS(スレーブセレクト信号)を入力します。

  SS

  SCK

 MOSI

 MISO

バイト単位

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 8n

8n+1

8n+2

8n+3

0 0

1 2 n n+1

8n+4

0 0 0 0 1 0 0 0

1 1 0 0 0 1 0 0

1バイト目 nバイト目 n+1バイト目は8ビット未満
なのでトリガの対象外

0 0 1 0 0 0

0 1 0 0 0 1 1 1

本機器では，Aパターン/Bパターンとバイトカウントを設定することによって，MOSIの
データパターンとAパターンを比較してトリガをかけたり，MOSIのデータパターンとAパ
ターンが一致した後に指定したバイトカウントが経過したところでトリガをかけたり，
MOSIのデータパターンとAパターンが一致して指定したバイトカウントが経過した後に
MISOのデータパターンとBパターンが一致したところでトリガをかけたりすることができ
ます。

ここでトリガ

SS  

MOSIのバイト単位 1 2 3 4 5 6 7 8 …

MOSIがAパターンと一致した後，指定したバイトカウント経過時にトリガをかける場合

(Aパターンのバイト数：4，バイトカウント：3)

Aパターン
と比較

バイト
カウント
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2.1　SPIバス信号解析機能の概要

解析機能　≡操作説明は2-19ページ≡

SPIバス信号の取り込みをストップしているときに，アクイジションメモリに取り込まれ
たSPIバス信号のデータ(ヒストリ波形として保持されているデータも含む)を解析できま
す。クロック信号(Clock)に同期して，バイト(8ビット)単位で解析します。
解析を実行すると，画面の右側に解析結果リストが表示されます。また，解析データを16
進数または2進数で表示したり，解析データとSPIバス信号を同時表示することもできま
す。

クロック信号(Clock)

データ出力信号(Data1)

データ入力信号(Data2)

チップセレクト信号(CS)

バイト番号 ：0
データ出力信号 ：08(HEX)
データ入力信号 ：C4(HEX)
チップセレクト信号：L
ビットオーダー ：MSB First

1 2 3 4 5 6 7 8

解析結果

0 0 0 0 1 0 0 0

1 1 0 0 0 1 0 0

Note
本機器では，トリガ条件の設定メニューと解析条件の設定メニューで，SPIバス信号の表記が
次のように異なります。

チャネル トリガ条件の設定メニューでの表記 解析条件の設定メニューでの表記

CH1 SCK(クロック信号) Clock(クロック信号)
CH2 MOSI(マスター出力スレーブ入力信号) Data1(データ入出力信号)
CH3 MISO(マスター入力スレーブ出力信号) Data2(データ入出力信号)
CH4 SS(スレーブセレクト信号) CS(チップセレクト信号)

サーチ機能　≡操作説明は2-23ページ≡

解析データから，設定した判定パターンと一致するデータをサーチ(前方サーチ/後方サー
チ)し，サーチしたデータをズーム画面に拡大表示できます。判定パターンは16進数また
は2進数で，データ長は1～8バイトの範囲で設定できます。不定データのサーチもできま
す。
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2.2 操作の流れ

下図は， SPIバス信号解析機能の操作の流れを把握していただくためのものです。それぞ
れの項目の詳細については，本書の参照ページまたはDL1700Eシリーズユーザーズマ
ニュアル(IM701730-01)の各節をご覧ください。

SPIバス信号の取り込み条件を設定する
・トリガ条件の設定
・トリガモードの設定
・レコード長の設定

2-5ページ*2

6.1節*1

7.2節*1

SPIバス信号の取り込みをスタートする 2-10ページ*2

SPIバス信号の取り込みをストップする 2-10ページ*2

サーチする

2-23ページ*2
詳細解析結果リストの
データを保存する

2-31ページ*2

解析する 2-19ページ*2

*1　DL1700Eシリーズユーザーズマニュアル(IM701730-01)の参照節を示してい
 ます。
*2　本書の参照ページを示しています。

本機能を使用する前に
・本機器の設置
・電源の接続とON/OFF
・プローブの接続

3.2節*1

3.3節*1

2-4ページ*2
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2.3 プローブを接続する

測定入力端子
プローブ(またはBNCケーブルなどの測定入力ケーブル)は，フロントパネルの下部にある
入力端子のどれかに接続してください。入力インピーダンスは，1MΩ±1.0％/約20pFま
たは50Ω±1.0％です。

注　　意
● 1MΩ入力の場合の最大入力電圧は，周波数が1kHz以下のときに，400V(DC＋
ACpeak)または282Vrmsです。これらのどちらかでも超える電圧を加えると，入
力部が損傷する恐れがあります。周波数が1kHzを超えるときは，この電圧以下で
も損傷することがあります。

● 50Ω入力の場合の最大入力電圧は，5Vrmsまたは10Vpeakです。これらのどちら
かでも超える電圧を加えると，入力部が損傷する恐れがあります。

CH 1

1MΩ 20pF      400Vpk 50Ω    5Vrms,10VpkCAT

CH 2 CH 3 CH 4

接続時の注意
・ SPIバス信号でトリガをかけるときは，次のように各入力端子に信号を入力してくださ
い。
CH1：クロック信号(SCK)
CH2：マスター出力スレーブ入力信号(MOSI)*
CH3：マスター入力スレーブ出力信号(MISO)*
CH4：スレーブセレクト信号(SS)*

* ・ 解析を行う場合，CH2とCH3には，MOSIまたはMISOのどちらでも接続できます。
・ 解析時には，CH2に接続された信号のデータをData1，CH3に接続された信号のデータを
Data2として処理します。また，解析条件の設定メニューでは，スレーブセレクト信号は
CSと表示され，CH4に入力できます。

・ SPIバス信号でトリガをかける場合は，必ずCH4にスレーブセレクト信号(SS)を入力してく
ださい。

・プローブを初めて接続するときは，DL1700Eシリーズユーザーズマニュアル(IM
701730-01)の「3.5　プローブの位相補正をする」に従って，必ずプローブの位相補
正を行ってください。補正しないと，周波数に対して利得が一定にならず，正しい測定
を行うことはできません。この補正は，接続するチャネルごとに行ってください。

・プローブを使用しないで被測定回路に直接接続する場合は，負荷効果により，正しい測
定ができないことがあります。ご注意ください。
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2.4 SPIバス信号の取り込み条件を設定する

4種類のSPIバス信号*の状態をトリガ条件としてSPIバス信号の取り込みを行います。
* SCK(クロック信号)，MOSI(マスター出力スレーブ入力信号)，MISO(マスター入力スレーブ出力信
号)，SS(スレーブセレクト信号)

操　　作

ACTION DELAY

X - Y MENU MENU PHASE

SEARCH
HORIZONTALVERTICAL TRIGGER

TRIG  D

HELP
ESC

SELECTRESET

SIMPLE

MODE POSITION

MATHMISCFILE

CLEAR
TRACE

HISTORY

MEASURE

SETUP

PRESET

DISPLAY

CURSOR

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

POWER

COPY IMAGE   SAVE SHIFT

ZOOM

GO/NO-GO

ENHANCED

ACQ START/STOP

SNAP
SHOT

V DIV TIME DIV

・ 操作途中でメニューから抜け出すには，ソフト
 キーの上部にあるESCを押します。
・ 以下の操作説明では，ジョグシャトル&SELECT
という用語で，ジョグシャトル，SELECT，
RESETを使って，項目を選択/設定したり，数値
を入力するときの操作を示しています。ジョグ

 シャトル，SELECT，RESETを使った操作の詳
細については，DL1700Eシリーズユーザーズマ
ニュアルの4.1節または4.2節をご覧ください。

・ USBキーボードやUSBマウスを使っての操作に
ついては，DL1700Eシリーズユーザーズマニュ
アルの4.3節をご覧ください。

1. ENHANCEDを押します。ENHANCEDメニューが表示されます。
2. Typeのソフトキーを押します。Typeメニューが表示されます。

3. SPI Busのソフトキーを押します。

SPIバス信号のトリガ条件の設定

4. SPI Setupのソフトキーを押します。 SPI Setupダイアログボックスが表示され
ます。

● AパターンとBパターンの記数法を設定する

5. ジョグシャトル&SELECTで，設定するAパターンとBパターンの記数法をHexま
たはBinから選択します(Pattern Format欄)。A Pattern欄とB Pattern欄の設定
フォーマットが，選択結果に合ったフォーマットになります。

AパターンとBパターンの記数法を
HexまたはBinから選択します。
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● 入出力データのビットの読み込み方向を選択する

6. ジョグシャトル&SELECTで，入出力データのビットの読み込み方向をMSB First
またはLSB Firstから選択します(Bit Order欄)。

入出力データのビットの読み込み方向を
MSB FirstまたはLSB Firstから選択します。

●トリガ条件として使用する項目を選択する

7. ジョグシャトル&SELECTで，Assertion of SS(CH4)，A Pattern，Byte
Count，B Patternの各項目をトリガ条件として使用する(ON)/しない(OFF)を選
択します。A PatternをONにした場合は操作8，Byte Countを設定する場合は操
作11，B PatternをONにした場合は操作12に進みます。
・ 各項目の左側にあるマークが強調表示されているとき，トリガ条件として使用すること
を示しています。

・ Assertion of SS(CH4)とByte Countの項目は，常に設定の対象(トリガ条件として使用
する対象)になります(常に左側にあるマークが強調表示されています)。

・ バイトカウントをトリガ条件として使用しない場合は，Byte Countを0に設定してくだ
さい(操作11参照)。

・ Aパターンをトリガ条件として使用する場合

8. ジョグシャトル&SELECTで，設定する判定パターンのデータ長を1～8バイトか
ら選択します(Data Byte欄)。A Pattern欄に表示される設定バイト数が，選択結
果に合ったバイト数になります。

9. ジョグシャトル&SELECTで，バイトごとの判定パターンを16進数または2進数で
設定します(A Pattern欄)。判定しない場合は，Xを選択します。

10. ジョグシャトル&SELECTで，AパターンのコンディションをTrueまたはFalseか
ら選択します(Condition欄)。

Aパターンをトリガ条件と
して使用する場合はここを
選択します。
Aパターンのデータ長を1～8
バイトから選択します。

Aパターンのコンディションを
TrueまたはFalseから選択します。

バイトごとの判定パターンを
16進数または2進数で設定します。

・バイトカウントを設定する場合

11. ジョグシャトル&SELECTで，バイトカウントを0～1000バイトから設定します
(Byte Count欄)。
・ バイトカウントをトリガ条件として使用しない場合は，0を設定してください。
・ バイトカウントは，ENHANCEDメニュー(前ページの操作1～3で表示されるメニュー)の
最右部のソフトキーからも設定できます。

バイトカウントを0～1000バイト
から設定します。

2.4　SPIバス信号の取り込み条件を設定する
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・Bパターンをトリガ条件として使用する場合

12. ジョグシャトル&SELECTで，Bパターンに設定するデータをMOSI(CH2)または
MISO(CH3)から選択します(B Pattern欄)。

13. ジョグシャトル&SELECTで，設定する判定パターンのデータ長を1～8バイトか
ら選択します(Data Byte欄)。B Pattern欄に表示される設定バイト数が，選択結
果に合ったバイト数になります。

14. ジョグシャトル&SELECTで，バイトごとの判定パターンを16進数または2進数で
設定します(B Pattern欄)。判定しない場合は，Xを選択します。

15. ジョグシャトル&SELECTで，BパターンのコンディションをTrueまたはFalseか
ら選択します(Condition欄)。

16. ジョグシャトル&SELECTで，Bパターンをバイトカウント直後のパターンと比較
する(First Byte)/SSがネゲートされるまで比較し続ける(Anywhere)かを選択し
ます(After Byte Count欄)。

Bパターンのデータ長
を1～8バイトから選択
します。

Bパターンのコンディションを
TrueまたはFalseから選択します。

Bパターンをトリガ条件
として使用する場合は
ここを選択します。

Bパターンに設定するデータを
MOSI(CH2)またはMISO(CH3)
から選択します。

バイトごとの判定パターンを
16進数または2進数で設定し
ます。

Bパターンをバイトカウント直後のパターンと比較する(First Byte)/ 
SSがネゲートされるまで比較し続ける(Anywhere)かを選択します。

17. ESCを押します。SPI Setupダイアログボックスが閉じます。

SPIバス信号の割り当て状況の確認/設定

18. Set Patternのソフトキーを押します。Set PatternダイアログボックスにCH1～
CH4のSPIバス信号の割り当て状況が表示されます。

19. ジョグシャトル&SELECTで，CH1(SCK)のエッジのスロープを (立ち上がり)ま
たは (立ち下がり)から選択します。

20. ジョグシャトル&SELECTで，CH4(SS)のイネーブルステートをH(High)またはL
(Low)から選択します。

CH1(SCK)のエッジのスロープを         
　または　から選択します。

CH4(SS)のイネーブルステート
をHまたはLから選択します。

21. ESCを押します。Set Patternダイアログボックスが閉じます。

2.4　SPIバス信号の取り込み条件を設定する
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トリガレベル/トリガカップリングなどの設定

22. Level/Couplingのソフトキーを押します。Level/Couplingダイアログボックスが
表示されます。

23. 各チャネルのトリガレベル，トリガヒステリシス，トリガカップリング，および
HFリジェクションを設定します。設定操作は，DL1700Eシリーズユーザーズマ
ニュアル(IM701730-01)の6-15ページの操作9～13に従ってください。

24. ESCを押します。Level/Couplingダイアログボックスが閉じます。

トリガモードの設定

25. DL1700Eシリーズユーザーズマニュアル(IM701730-01)の「6.1　トリガモー
ドを設定する」の操作手順に従って，トリガモードを設定します。

レコード長の設定

26. DL1700Eシリーズユーザーズマニュアル(IM701730-01)の「7.2　レコード長
を設定する」の操作手順に従って，レコード長を設定します。

SPIバス信号の取り込みのスタート/ストップ

27. START/STOPを押して，SPIバス信号の取り込みをスタートします。設定したト
リガ条件でトリガがかかります。
続けて解析を行う場合は，START/STOPを押して，SPIバス信号の取り込みをス
トップします。

2.4　SPIバス信号の取り込み条件を設定する
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解　　説

SPIバス信号のトリガ条件の設定：SPI Setup

次の条件を設定できます。

●パターンフォーマット：Pattern Format

A PatternとB Patternのフォーマットを次のどちらかから選択します。
Hex 16進数

Bin 2進数

●ビットオーダー：Bit Order

入出力データの信号の流れに合わせて，A Pattern/B Patternのビットオーダーを選択
できます。2進数でパターンを設定するときは，ビットオーダーの設定に関係なく，流
れるデータの順でパターンを設定します。16進数でパターンを設定するときは，ビッ
トオーダーの設定に従って，流れるデータの順に4ビットずつ区切ってパターンを設定
します。
MSB First MSBから入出力データの信号が流れているときに選択します。

LSB First LSBから入出力データの信号が流れているときに選択します。

Note
ビットオーダーの設定は，Analyze Setupダイアログボックス(2-21ページ参照)での設定と連
動しています。

● SPIバス信号のトリガ条件のタイプ

トリガ条件として使用するSPIバス信号のトリガ条件のタイプを，次の4種類の中から
選択します。同時に複数のタイプを選択して，AND条件でトリガをかけることもでき
ます。ただし，Assertion of SSとByte Countは常に選択されます。

・ Assertion of SS(CH4)

SPIバス信号のトリガ機能では，SS(CH4)がアサートされた後に，SCK(CH1)の有効
エッジをカウントして，MOSI(CH2)/MISO(CH3)を1バイトずつ区切っていきます。そ
のため，Assertion of SS(CH4)の項目は，常に選択されています。

・ A Pattern

マスターからスレーブに送られるコマンドまたはアドレスと比較するビットパターンを
設定します。SS(CH4)がアサートされた直後のMOSI(CH2)のビットパターンと比較し
ます。

・ Byte Count

SS(CH4)のアサート直後(A Pattern選択時にはA Patternの条件成立後)，指定したバ
イト分経過した後にトリガをかけることができます。バイトカウントは，0～1000か
ら設定できます。Byte Countの項目は常に選択されていますが，バイトカウントをト
リガ条件として使用しない場合は0を設定してください。

・ B Pattern

マスターからスレーブに書き込むデータまたはマスターがスレーブから読み出すデータ
と比較するビットパターンを設定します。比較対象は，書き込みデータ(MOSI)または
読み出しデータ(MISO)のどちらかから選択できます。SS(CH4)がアサートされた後に
バイトカウント経過後のビットパターンと比較します。

Note
複数のタイプを組み合わせた場合，トリガポイントは，時系列で最後に現れたタイプのトリガ
ポイントになります。

2.4　SPIバス信号の取り込み条件を設定する
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● SPIバス信号のトリガ条件のタイプとして「A Pattern」を選択した場合

・バイト数：Data Byte

A Patternのバイト数(データ長)を1～8バイトから選択します。
・ビットパターン

ビットパターンを設定できます。Pattern FormatにHex(16進数)を選択した場合は，
X，0～9，A～Fを4ビット単位で設定します。Pattern FormatにBin(2進数)を選択した
場合は，X，0，1で設定します。
2進数で設定したビットにXがある場合，16進数に変えると$を表示します。

・コンディション：Condition

次のどちらかから選択します。
True A Patternが成立したときにトリガがかかります。

False A Patternが成立しなかったときにトリガがかかります。

● SPIバス信号のトリガ条件のタイプとして「B Pattern」を選択した場合

・データの選択

B Patternとして使用するデータを次のどちらから選択します。
MOSI(CH2) マスターからスレーブに書き込むデータ

MISO(CH3) マスターがスレーブから読み出すデータ

・バイト数：Data Byte

B Patternのバイト数(データ長)を1～8バイトから選択します。
・ビットパターン

ビットパターンを設定できます。Pattern FormatにHex(16進数)を選択した場合は，
X，0～9，A～Fを4ビット単位で設定します。Pattern FormatにBin(2進数)を選択した
場合は，X，0，1で設定します。
2進数で設定したビットにXがある場合，16進数に変えると$を表示します。

・コンディション：Condition

次のどちらかから選択します。
True B Patternが成立したときにトリガがかかります。

False B Patternが成立しなかったときにトリガがかかります。

・ B Patternの比較方法：After Byte Count

次のどちらかから選択します。
First Byte B Patternをバイトカウント直後のビットパターンと比較します。

Anywhere B PatternをSS(CH4)がネゲートされるまで比較し続けます。

SPIバス信号の割り当て状況の確認/設定：Set Pattern

● CH1(SCK)のエッジのスロープ

次の中から選択します。
立ち上がり

立ち下がり

● CH4(SS)のイネーブルステート

次の中から選択します。
H SS信号のトリガレベル以上のときのステータスです。SS信号がHのとき，トリガがかかりま

す。

L SS信号のトリガレベル以下のときのステータスです。SS信号がLのとき，トリガがかかりま
す。

2.4　SPIバス信号の取り込み条件を設定する
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トリガレベル/トリガカップリングなどの設定：Level/Coupling

各チャネルのトリガレベル，ヒステリシス，トリガカップリング，およびHFリジェクショ
ンを設定します。
トリガレベル，ヒステリシス，トリガカップリング，およびHFリジェクションについて
の詳細は，DL1700Eシリーズユーザーズマニュアル(IM701730-01)の「6.8　A->B(N)
トリガをかける(ENHANCED)」の6-16ページをご覧ください。

トリガモードの設定

表示波形を更新する条件をトリガモードとして設定します。トリガモードには，オート
モード，オートレベルモード，ノーマルモード，シングルモード，シングル(N)モードの
5種類があります。
トリガモードについての詳細は，DL1700Eシリーズユーザーズマニュアル(IM701730-
01)の「6.1　トリガモードを設定する」をご覧ください。

レコード長の設定

アクイジションメモリに取り込むレコード長(データ数)を設定します。モデルによって選
択できる最大レコード長が異なります。
DL1735E/DL1740E 1k，10k，50k，100k，250k，500k，1M(，2M)*

DL1740EL 1k，10k，50k，100k，250k，500k，1M，2M，4M(，8M)*

* ( )内は，インタリーブモードがONのときだけ設定可能です。

レコード長についての詳細は，DL1700Eシリーズユーザーズマニュアル(IM701730-01)
の「7.2　レコード長を設定する」をご覧ください。インタリーブモードについての詳細
は，「7.3　インタリーブモードを使う」をご覧ください。

SPIバス信号の取り込みのスタート

SPIバス信号の取り込みをスタートすると，設定したトリガ条件でトリガがかかります。
続けて解析を行う場合は，SPIバス信号の取り込みをストップします。

2.4　SPIバス信号の取り込み条件を設定する
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SPIバス信号のトリガ条件の設定例
トリガ点は，SCKのエッジのスロープの設定(2-7ページ参照)によって，次の位置になり
ます。

SCKのエッジのスロープ：
のときのトリガ点

SCK
1 2 3 4 5 6 7 8

MOSI
または
MISO

SCKのエッジのスロープ：
のときのトリガ点

ここでは，データ列をバイト単位でヘキサ表示し，トリガのかかる位置を示します。
図中の網掛け部分は，比較対象となるバイト単位のパターン(列)を示しています。

・スレーブセレクトアサートトリガ

トリガ条件

SS ： L
A Pattern (MOSI) ：対象外
B Pattern ：対象外

＜Byte Count＝0＞

11 A4 25 EA 57 FF 68 00 00 00

ここでトリガ

MOSI

00 00 00 00 00 00 00 85 C8 22MISO

SS

＜Byte Count＝3＞

11 A4 25 EA 57 FF 68 00 00 00

ここでトリガ

MOSI

00 00 00 00 00 00 00 85 C8 22MISO

SS

3バイトスキップ

・ A Patternだけでトリガ

トリガ条件

SS ： L
A Pattern (MOSI) ： A4  25

Data Byte： 2
Condition： True

B Pattern ：対象外

11 A4 25 EA 57 FF 68 00 00 00

ここでトリガ

MOSI

00 00 00 00 00 00 00 85 C8 22MISO

SS

設定したA Patternと一致

A Patternと比較

2.4　SPIバス信号の取り込み条件を設定する
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・ A Pattern，バイトカウントトリガの組み合わせ

トリガ条件

SS ： L
A Pattern (MOSI) ： A4  25

Data Byte： 2
Condition： True

Byte Count ： 3
B Pattern ：対象外

11 A4 25 EA 57 FF 68 00 00 00

ここでトリガ

MOSI

00 00 00 00 00 00 00 85 C8 22MISO

SS

設定したA Patternと一致
3バイトスキップ

A Patternと比較

・ B Pattern(MOSI)だけでトリガ

トリガ条件

SS ： L
A Pattern (MOSI) ： 対象外
B Pattern (MOSI) ： A4  25

Data Byte： 2
Condition： True

＜After Byte Count＝First Byte＞

11 A4 25 EA 57 FF 68 00 00 00

ここでトリガ

MOSI

00 00 00 00 00 00 00 85 C8 22MISO

SS

設定したB Patternと一致

B Patternと比較

＜After Byte Count＝Anywhere＞

11 A3 A4 25 EA A4 25 00 00 00

ここでトリガ

MOSI

00 00 00 00 00 00 00 85 C8 22MISO

SS

設定したB Patternと一致するまで比較

B Patternと比較
B Patternと比較

B Patternと比較

*

*　2バイトごとの比較のため，この「A4」「25」ではトリガが発生しません。

2.4　SPIバス信号の取り込み条件を設定する



2-14 IM 701730-51

・ B Pattern(MISO)だけでトリガ

トリガ条件

SS ： L
A Pattern (MOSI) ：対象外
B Pattern (MISO) ：下記参照

Data Byte： 2
Condition： True

＜B Pattern (MISO)：00  00，After Byte Count＝First Byte＞

11 A4 25 EA 57 FF 68 00 00 00

ここでトリガ

MOSI

00 00 00 00 00 00 00 85 C8 22MISO

SS

設定したB Patternと一致

B Patternと比較

＜B Pattern (MISO)：85  C8，After Byte Count＝Anywhere＞

11 A3 A4 25 EA A4 25 00 00 00

ここでトリガ

MOSI

00 00 00 00 00 00 00 85 C8 22MISO

SS

設定したB Patternと一致するまで比較

B Patternと比較
B Patternと比較

B Patternと比較
B Patternと比較

2.4　SPIバス信号の取り込み条件を設定する
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・ A Pattern，B Pattern(MOSI)の組み合わせ

トリガ条件

SS ： L
A Pattern (MOSI) ： A4  25

Data Byte： 2
Condition： True

B Pattern (MOSI) ： 下記参照
Data Byte： 2
Condition： True

＜B Pattern (MOSI)：EA  57，After Byte Count＝First Byte＞

11 A4 25 EA 57 FF 68 00 00 00

ここでトリガ

MOSI

00 00 00 00 00 00 00 85 C8 22MISO

SS

設定したA Patternと一致
設定したB Patternと一致

A Patternと比較 B Patternと比較

＜B Pattern (MOSI)：FF  68，After Byte Count＝Anywhere＞

11 A4 25 EA 57 FF 68 00 00 00

ここでトリガ

MOSI

00 00 00 00 00 00 00 85 C8 22MISO

SS

設定したA Patternと一致
設定したB Patternと一致するまで比較

A Patternと比較
B Patternと比較

B Patternと比較

2.4　SPIバス信号の取り込み条件を設定する
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・ A Pattern，B Pattern(MISO)の組み合わせ

トリガ条件

SS ： L
A Pattern (MOSI) ： A4  25

Data Byte： 2
Condition： True

B Pattern (MISO) ：下記参照
Data Byte： 2
Condition： True

＜B Pattern (MISO)：00  00，After Byte Count＝First Byte＞

11 A4 25 EA 57 FF 68 00 00 00

ここでトリガ

MOSI

00 00 00 00 00 00 00 85 C8 22MISO

SS

設定したA Patternと一致
設定したB Patternと一致

A Patternと比較

B Patternと比較

＜B Pattern (MISO)：85  C8，After Byte Count＝Anywhere＞

11 A4 25 EA 57 FF 68 00 00 00

ここでトリガ

MOSI

00 00 00 00 00 00 00 85 C8 22MISO

SS

設定したA Patternと一致

設定したB Patternと一致
するまで比較

A Patternと比較

B Patternと比較
B Patternと比較

B Patternと比較

2.4　SPIバス信号の取り込み条件を設定する
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・ A Pattern，バイトカウントトリガ，B Pattern(MOSI)の組み合わせ

トリガ条件

SS ： L
A Pattern (MOSI) ： A4  25

Data Byte： 2
Condition： True

Byte Count ： 3
B Pattern (MOSI) ： 下記参照

Data Byte： 2
Condition： True

＜B Pattern (MOSI)：68  00，After Byte Count＝First Byte＞

11 A4 25 EA 57 FF 68 00 00 00

ここでトリガ

MOSI

00 00 00 00 00 00 00 85 C8 22MISO

SS

設定したA Patternと一致

設定したB Patternと一致
3バイトスキップ

A Patternと比較 B Patternと比較

＜B Pattern (MOSI)：00  00，After Byte Count＝Anywhere＞

11 A4 25 EA 57 FF 68 00 00 00

ここでトリガ

MOSI

00 00 00 00 00 00 00 85 C8 22MISO

SS

設定したA Patternと一致

設定したB Patternと一致
するまで比較3バイトスキップ

A Patternと比較 B Patternと比較
B Patternと比較

2.4　SPIバス信号の取り込み条件を設定する
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2.4　SPIバス信号の取り込み条件を設定する

・ A Pattern，バイトカウントトリガ，B Pattern(MISO)の組み合わせ

トリガ条件

SS ： L
A Pattern (MOSI) ： A4  25

Data Byte： 2
Condition： True

Byte Count ： 3
B Pattern (MISO) ：下記参照

Data Byte： 2
Condition： True

＜B Pattern (MISO)：00  85，After Byte Count＝First Byte＞

11 A4 25 EA 57 FF 68 00 00 00

ここでトリガ

MOSI

00 00 00 00 00 00 00 85 C8 22MISO

SS

設定したA Patternと一致
3バイトスキップ

設定したB Patternと一致

A Patternと比較

B Patternと比較

＜B Pattern (MISO)：C8  22，After Byte Count＝Anywhere＞

11 A4 25 EA 57 FF 68 00 00 00

ここでトリガ

MOSI

00 00 00 00 00 00 00 85 C8 22MISO

SS

設定したA Patternと一致

設定したB Patternと一致
するまで比較3バイトスキップ

A Patternと比較

B Patternと比較
B Patternと比較
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2.5 解析する/サーチする

解析条件を設定して，アクイジションメモリに取り込まれたSPIバス信号のデータを解析
できます。また，データのパターン/不定データの条件に一致する解析データをサーチで
きます。設定した条件と一致する解析データが見つかると，ズーム位置がその部分に移動
して，ズーム波形表示枠にサーチされたデータの波形が表示されます。

操　　作

ACTION DELAY

X - Y MENU MENU PHASE

SEARCH
HORIZONTALVERTICAL TRIGGER

TRIG  D

HELP
ESC

SELECTRESET

SIMPLE

MODE POSITION

MATHMISCFILE

CLEAR
TRACE

HISTORY

MEASURE

SETUP

PRESET

DISPLAY

CURSOR

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

POWER

COPY IMAGE   SAVE SHIFT

ZOOM

GO/NO-GO

ENHANCED

ACQ START/STOP

SNAP
SHOT

V DIV TIME DIV

・ 操作途中でメニューから抜け出すには，ソフト
 キーの上部にあるESCを押します。
・ 以下の操作説明では，ジョグシャトル&SELECT
という用語で，ジョグシャトル，SELECT，
RESETを使って，項目を選択/設定したり，数値
を入力するときの操作を示しています。ジョグ

 シャトル，SELECT，RESETを使った操作の詳
細については，DL1700Eシリーズユーザーズマ
ニュアルの4.1節または4.2節をご覧ください。

・ USBキーボードやUSBマウスを使っての操作に
ついては，DL1700Eシリーズユーザーズマニュ
アルの4.3節をご覧ください。

1. SHIFT＋ZOOM(SEARCH)を押します。SEARCHメニューが表示されます。
2. Typeのソフトキーを押します。Typeメニューが表示されます。

3. SPI Busのソフトキーを押します。

解析条件の設定

4. Analyze Setupのソフトキーを押します。Analyze Setupダイアログボックスが
表示されます。

●同期クロック信号(CH1)の検知レベル/ヒステリシス/スロープを設定する

5. ジョグシャトル&SELECTで，同期クロックを検知するレベルを設定します(Level
欄)。

6. ジョグシャトル&SELECTで，ヒステリシス(同期クロックとして検知するときの
レベルの幅)を設定します(Hysteresis欄)。

7. ジョグシャトル&SELECTで，立ち上がりまたは立ち下がりのどちらのスロープの
同期クロックを検知するかを選択します(Polarity欄)。

ヒステリシス(同期クロックとして検知するときの
レベルの幅)を設定します。

同期クロックを検知するレベルを設定します。

立ち上がりまたは立ち下がりのどちらのスロープ
の同期クロックを検知するかを選択します。
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● 入出力データのステータス(1または0)を判定するレベルを設定する

8. ジョグシャトル&SELECTで，Data1(CH2)を解析対象にする(ON)/しない(OFF)
を選択します(Data1(CH2)欄)。
・ Data1(CH2)の左側にあるマークが強調表示されているとき，解析対象になります。
・ インタリーブモードがONのとき，Data1(CH2)は設定できません。

9. ジョグシャトル&SELECTで，Data1(CH2)のデータのステータスが1かどうかを
判定するレベルを設定します(Thr Upper欄)。

10. ジョグシャトル&SELECTで，Data1(CH2)のデータのステータスが0かどうかを
判定するレベルを設定します(Thr Lower欄)。
・ データが設定したレベル(Thr Upper)を超えているとき，1と判定されます。
・ データが設定したレベル(Thr Lower)未満のとき，0と判定されます。
・ データが，Thr UpperとThr Lowerに設定したレベルの間(Thr UpperとThr Lowerの設
定値を含む)にあるとき，不定データと判定されます。

11. 操作8～10を繰り返して，Data2(CH3)のステータスを判定するレベルを設定し
ます。

解析対象にする(ON)/しない(OFF)を選択します。

データのステータスが1かどうかを判定する
レベルを設定します。

データのステータスが0かどうかを判定する
レベルを設定します。

●チップセレクト信号(CS)を設定する

12. ジョグシャトル&SELECTで，CH4をCS信号にする(ON)/しない(OFF)を選択し
ます(CH欄)。
CH4の左側にあるマークが強調表示されているとき，CS信号として有効になります。

13. ジョグシャトル&SELECTで，CS信号のステータスを判定するレベルを設定しま
す(Level欄)。

14. ジョグシャトル&SELECTで，CS信号のイネーブルステータスをH，LまたはXか
ら選択します(Enable State欄)。CS信号が選択したステータスになったとき，入
出力データを解析します。
CS信号がONになっていないときは，Enable State欄には，「－」が表示されます。

CS信号のステータスを判定するレベルを設定します。

CH4をCS信号にする(ON)/しない(OFF)を選択します。

CS信号のイネーブルステータスをH，LまたはXから
選択します。

2.5　解析する/サーチする
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●解析の基準点を設定する

15. ジョグシャトル&SELECTで，基準点をTrigger PositionまたはManualから選択
します(Trigger PositionまたはManual欄)。
Trigger PositionまたはManualの左側にあるマークが強調表示されているほうが，基準
点になります。

16. 基準点をManualにした場合は，ジョグシャトル&SELECTで，基準点を設定しま
す(Manual欄の右側)。
Manualで基準点を設定する場合，半透過表示にすると，表示波形を確認しながら基準点
を設定できます。半透過表示については，DL1700Eシリーズユーザーズマニュアル
(IM701730-01)の8.10節をご覧ください。

基準点をManualにした場合は，
基準点を設定します。

基準点をTrigger PositionまたはManualから選択します。

●入出力データのビットの読み込み方向を選択する

17. ジョグシャトル&SELECTで，入出力データのビットの読み込み方向をMSB First
またはLSB Firstから選択します(Bit Order欄)。

入出力データのビットの読み込み方向を
MSB FirstまたはLSB Firstから選択します。

18. ESCを押します。Analyze Setupダイアログボックスが閉じます。

解析の実行/中止

19. Analyze Execのソフトキーを押します。入出力データの解析が実行されます。
Analyze Execの文字がAnalyze Abortの文字に変わります。
入出力データの解析を中止するには，Analyze Abortのソフトキーを押します。入
出力データの解析が中止され，Analyze Abortの文字がAnalyze Execの文字に変
わります。
解析データに不定データがある場合は，該当する解析データに「＊」が付きます。

Data2の値(16進数)

解析結果リストの表示

CS信号のステータス
解析番号

Data1の値(16進数)

2.5　解析する/サーチする
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解析データの表示

●リストをスクロールする

20. Listのソフトキーを押して，ジョグシャトルの対象をListにします。

21. ジョグシャトルを回して，リストを上下方向にスクロールします。
1度に20個までの解析データを時系列に表示します。ジョグシャトルを回して，リスト
を上下方向にスクロールすることによって，20個の解析データを表示できます。

●ズーム率を設定する

22. Z1 Mag/Z1 Positionのソフトキーを押して，ジョグシャトルの対象をZ1 Magに
します。

23. ジョグシャトルを回して，ズーム率を設定します。

●ズーム位置を設定する

24. Z1 Mag/Z1 Positionのソフトキーを押して，ジョグシャトルの対象をZ1
Positionにします。

25. ジョグシャトルを回して，ズーム位置を設定します。ズームボックスの中心がリ
スト上の解析データに対応する波形に移動したとき，リスト上の対応する解析
データがハイライト表示されます。

●解析データの詳細を見る

26. Detailのソフトキーを押します。Detailダイアログボックスが表示されます。操作
21または25のときにリスト上でハイライト表示されている解析データと同じ解析
番号の解析データが，ハイライト表示されます。

27. HexまたはBinのどちらかのソフトキーを押して，解析データ(Data1とData2)の
記数法を選択します。
データ内に不定データがある場合は，該当する解析データに「*」が表示されます。

解析番号

Data2の値(16進または2進数)
Data1の値(16進または2進数)

CS信号のステータス
基準点からの時間

28. ESCを押します。Detailダイアログボックスが閉じます。

2.5　解析する/サーチする
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Note
詳細解析結果リストは，そのままの形で外部ストレージメディアにASC I I形式(拡張子
「.TXT」)で保存できます。詳細は，「2.6　詳細解析結果リストのデータを保存する」をご覧
ください。

サーチ条件の設定

29. Data Searchのソフトキーを押します。Data Searchメニューが表示されます。

30. Search Setupのソフトキーを押します。Search Setupのダイアログボックスが
表示されます。

31. ジョグシャトル&SELECTで，サーチタイプをFrame PatternまたはIndefinite
Stateから選択します(Type欄)。
Indefinite Stateを選択した場合は，操作33に進んでください。

32. ジョグシャトル&SELECTで，設定する判定パターンの記数法をHexまたはBinか
ら選択します(Pattern Format欄)。Data Pattern欄の設定フォーマットが，選択
結果に合ったフォーマットになります。

33. ジョグシャトル&SELECTで，サーチ対象データをData1またはData2から選択し
ます(Source欄)。
操作31でIndefinite Stateを選択した場合は，操作36に進んでください。

34. ジョグシャトル&SELECTで，設定する判定パターンのデータ長を1～8バイトか
ら選択します(Data Byte欄)。Data Pattern欄に表示される設定バイト数が，選
択結果に合ったバイト数になります。

35. ジョグシャトル&SELECTで，バイトごとの判定パターンを16進数または2進数で
設定します(Data Pattern欄)。判定しない場合は，Xを選択します。

36. ESCを押します。Detailダイアログボックスが閉じます。

サーチするデータの記数法をHexまたはBinから選択し
ます。(Data Pattern欄の設定フォーマットが，選択結果
に合ったフォーマットになります。)

サーチタイプをFrame PatternまたはIndefinite Stateから選択します。
(Indefinite Stateを選択した場合は，Source欄でサーチ対象データを選択してください。)

バイトごとの判定パターンを16進数または2進数で設定します。

サーチ対象データをData1またはData2から選択します。

サーチする単位(データ長)を1～8バイトから選択します。
(Data Pattern欄に表示される設定バイト数が，選択結果
に合ったバイト数になります。)

2.5　解析する/サーチする
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2.5　解析する/サーチする

サーチの実行

37. NextまたはPreviousのどちらかのソフトキーを押します。サーチが実行されます。
・ 判定パターンと一致すると，画面の下にある解析データのリスト上で，該当するデータ
(サーチデータ)がハイライト表示されます。ズームボックスが，サーチデータを中心と
した位置に移動し，ズーム波形表示枠にサーチデータのズーム波形が表示されます。

・ Nextのソフトキーを押すと，画面の下にある解析データのリストでハイライト表示され
ているデータよりも後(右方向)のデータをサーチします。

・ Previousのソフトキーを押すと，画面の下にある解析データのリストでハイライト表示
されているデータよりも前(左方向)のデータをサーチします。

・ 操作31でIndefinite State(不定データ)を選択してサーチを実行した場合は，不定データ
をハイライト表示します。

左方向にサーチが
実行されます。

右方向にサーチが
実行されます。
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解　　説

解析条件の設定：Analyze Setup

次の条件を設定できます。

●クロック信号：Clock(CH1)

CH1にSPIバス上のクロック信号を入力してください。クロック信号に同期して，入出
力データのステータスを判定します。クロック信号の検知レベル/スロープ/ヒステリシ
スを設定できます。

・レベル：Level

同期クロックを検知するレベルを設定できます。設定範囲は画面内8divで，設定分解能
は0.01V/divです。

・ヒステリシス：Hysteresis

同期クロックを検知するときのレベルに対するヒステリシスを設定できます。設定範囲
は0.3div～4.0divで，設定分解能は0.1divです。
・クロック信号のレベルが設定したヒステリシス下限未満のレベルからヒステリシス
上限以上に変化したとき，同期クロックとして検知されます。

・クロック信号のレベルが設定したヒステリシス上限を超えるレベルからヒステリシ
ス下限以下に変化したとき，同期クロックとして検知されます。

・クロック信号のレベルの変化が上記以外のとき，同期クロックとして検知されません。

・スロープ：Polarity

立ち上がりまたは立ち下がりのどちらのスロープの同期クロックを検知するかを選択で
きます。

立ち上がりスロープ

立ち下がりスロープ

●解析対象データ：Data

解析対象データは，SPIバス上の入出力データの信号(Data1およびData2)で，次に示す
画面表示範囲のデータを解析できます。Data1およびData2の信号はCH2とCH3に入力
してください。
・波形の取り込みをストップしたときに表示されている波形のデータ
・ヒストリ波形のデータ(HistoryメニューのSelect Recordで選択した波形が対象にな
ります。)

・ストレージメディアから読み込んだ波形データ

・解析対象データのステータスを判定するレベル：Thr Upper/Thr Lower

解析対象データのステータスを判定するレベルを設定できます。設定範囲は画面内8div
で，設定分解能は0.01V/divです。Thr Upper＜Thr Lowerになるような設定はできま
せん。
1を判定するレベル(Thr Upper)
1のステータスを判定するレベルを設定できます。解析対象データが設定したレベルを超えて
いるとき，1と判定されます。

0を判定するレベル(Thr Lower)
0のステータスを判定するレベルを設定できます。解析対象データが設定したレベル未満のと
き，0と判定されます。

Thr UpperとThr Lowerの間
解析対象データがThr UpperとThr Lowerに設定したレベルの間(Thr UpperとThr Lowerの設
定値を含む)にあるときのステータスは，不定データと判定されます。

2.5　解析する/サーチする



2-26 IM 701730-51

● チップセレクト(CS)信号：CS(SS)

CH4をSPIバス上のCS信号として選択できます。

・ CS信号にする/しない

CH4をCS信号にする(ON)/しない(OFF)を選択できます。

・ CS信号のステータスを判定するレベル：Level

CH4をCS信号にするとき，CS信号のステータスをHigh(H)またはLow(L)かを判定する
レベルをチャネルごとに設定できます。設定範囲は画面内8divで，設定分解能は
0.01V/divです。

・ CS信号のイネーブルステータス：Enable State

CS信号のイネーブルステータスを選択できます。
H CS信号のステータスを判定するレベルより高いときのステータスです。CS信号がHのとき，
入出力データを解析します。

L CS信号のステータスを判定するレベル未満のときのステータスです。CS信号がLのとき，入出
力データを解析します。

X ステータスを判定しないときに選択します。すべての入出力データを解析します。CS信号がH
からL，LからHに切り替わる変化点が，解析対象データのバイトの区切りになります。

－ CH4がCS信号としてONになっていないときにこの表示になり，変更できません。すべての入出
力データを解析します。解析基準点(次項参照)からバイト単位に区切られた入出力データが解析
対象データになります。CS信号を使用しないで入出力データを解析するときに選択します。

●解析基準点：Reference Point

解析を開始する基準点を選択できます。この基準点からみて最初の解析データに解析番
号0が付きます。解析番号の付け方の詳細は，次ページの「解析番号」をご覧くださ
い。
Trigger Position トリガポジションを基準点にします。

Manual 基準点を±5divの範囲で設定できます。設定分解能は10div÷表示レコード
長です。

●入出力データのビットの読み込み方向：Bit Order

信号の流れに合わせて，ビットの読み込み方向を選択できます。2進数で解析データを
表示するときは，ビットオーダーの設定に関係なく，流れるデータの順に表示します。
16進数で解析データを表示するときは，ビットオーダーの設定に従って，流れるデー
タの順に4ビットずつ区切って表示します。
MSB First MSBから入出力データの信号が流れているときに選択します。

LSB First LSBから入出力データの信号が流れているときに選択します。

Data MSB Firstの場合 ：E831
LSB Firstの場合 ：71C81 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1

Note
ビットオーダーの設定は，ENHANCEDメニューのSPI Setupダイアログボックス(2-6ページ参
照)での設定と連動しています。

2.5　解析する/サーチする
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解析可能範囲

表示できる解析データは，80000バイト分です。ただし，解析されたバイト数によって，
次のようになります。
・全解析データが80000バイト分以下の場合
基準点の位置に関係なく，すべて表示されます。

・全解析データが80000バイト分より多い場合：
Pre*側およびPost*側の解析データの数によって，次のように表示されます。
Pre側=44000，Post側=44000のとき，Pre側=40000，Post側=40000を表示します。

Pre側=8000，Post側=80000のとき，Pre側=8000，Post側=72000を表示します。

Pre側=80000，Post側=8000のとき，Pre側=72000，Post側=8000を表示します。

* Pre：基準点よりも前(左)方向，Post：基準点よりも後(右)方向

解析データのリスト(解析結果リスト)

次の4項目を表示します。
・解析番号
・ Data1の値(16進数)
・ Data2の値(16進数)
・ CS信号のステータスまたは優先順位が高いCS信号名

●解析番号

最大80000バイト分まで表示できます。CS信号をONにしているかどうかで，解析番号
0のデータ(バイト単位)が下記のように定義されます。解析番号0のデータより新しい
(画面上右側)のデータには，新しくなるに従い，1，2，3，・・・と番号が付けられま
す。解析番号0のデータより古い(画面上左側の)データには，古くなるに従い，－1，－
2，－3，・・・と番号が付けられます。

・ CS信号をONに設定していないとき

基準点以降に最初に検出したデータが解析番号0になります。

基準点

解析番号－1 解析番号0 解析番号1

7 8 1 2 3 4 5 6

Data

Clock 7 8 1 2

・ CS信号をONに設定しているとき

基準点を含むデータが解析番号0になります。ただし，基準点がデータとデータの間に
ある場合は，基準点以降に最初に検出したデータが解析番号0になります。

1 2 3 4 5 6 7 8

Data

Clock 1 2 3 4 5 6 7 8

基準点

基準点

1 2 3 4 5 6 7 8

Data

Clock 1 2 3 4 5 6 7 8

CS

CS

解析番号－1 解析番号0

解析番号1解析番号0

Note
基準点(Reference Point)として「Trigger Position」を選択した場合，トリガ点を含むバイトが
解析番号0になります。ただし，SPIバス信号のトリガ条件でトリガをかけた場合は，トリガ点が
バイトの区切りになりますので，トリガ対象のバイトの解析番号は，0または－1になります。

2.5　解析する/サーチする



2-28 IM 701730-51

● Data1，Data2の値

Data1，Data2の値を16進数で表示します。ただし，次のような場合は，それぞれに対
応した表示をします。
・データが8ビット未満の場合は，「－」を表示します。
・不定データ(ステータスが1または0のどちらでもないビット)が存在する場合は，
「＊」を表示します。不定データは1ビット前と同じステータスとして解析します。
先頭のビット(画面表示範囲の左端のビット)が不定データの場合は，0として解析し
ます。

● CS

CS信号のイネーブルステータスを表示します。次のそれぞれの場合に対応した表示を
します。
・CS信号をONに設定していないときは，空欄になります。
・CS信号をONに設定しているときは，CS信号のステータス「H」または「L」を表示
します。

●解析データの表示例

解析条件を変えて解析したときの例を，以下に示します。

Clock

Data1

Data2

CS

基準点

0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0

1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 1 0 1

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

ビットの読み込み方向 ：MSB First

・ 解析条件　Clock(CH1)= ，CS(CH4)=Lのとき

表示項目 解析データの表示

解析番号(No.) 0
Data1の16進数表示(Dt1) 08
Data2の16進数表示(Dt2) E4
CS信号のステータス(CS) L

・解析条件　Clock(CH1)= ，CS(CH4)=Hのとき

表示項目 解析データの表示

解析番号(No.) 0
Data1の16進数表示(Dt1) D8
Data2の16進数表示(Dt2) 3D
CS信号のステータス(CS) H

・解析条件　Clock(CH1)= ，CS(CH4)=Xのとき

表示項目 解析データの表示

解析番号(No.) 0 1
Data1の16進数表示(Dt1) 08 D8
Data2の16進数表示(Dt2) E4 3D
CS信号のステータス(CS) L H

2.5　解析する/サーチする
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Note
・ 解析データのリストで任意のデータを選択すると(強調表示させると)，そのデータの先頭に
ズーム位置が移動します。また，ズーム位置を移動すると，そのズーム位置に対応するデー
タが強調表示されます。

・ CS信号をONに設定していて，通常波形の表示画面上のCS信号にHからL，LからHに切り替
わる変化点がないとき，入出力データは解析されません。

・ 波形の取り込みをスタートしているときは，解析/サーチできません。
・ アキュムレート波形は，解析/サーチできません。ただし，ヒストリ波形として残っている
アキュムレート波形は可能です。

解析データの詳細なリスト(詳細解析結果リスト)：Detail

解析データのさらに詳細な情報をリスト表示できます。次の内容を表示します。
・解析番号
・基準点からの時間
基準点から各データの先頭のビットまでの時間を表示します。

・ Data1と2の値
記数法を16進または2進法から選択して表示できます。ただし，データが8ビット分な
い場合や不定データがある場合は，2-28ページの「Data1，Data2の値」と同じ表示に
なります。

・ CS信号のステータス

サーチ条件の設定：Search Setup

次の条件を設定できます。

●サーチタイプ：Type

サーチタイプを選択できます。
Frame Pattern(パターンサーチ)
バイト単位で設定した判定パターンと一致するData1またはData2の解析データをサーチしま
す。

Indefinite State(不定データサーチ)
Data1またはData2の解析データから不定データをサーチします。

●サーチタイプがFrame Patternの場合

バイト単位で，設定した判定パターンと一致するData1またはData2の解析データを
サーチできます。次の各項目を設定します。

・判定パターンの記数法：Pattern Format

設定した判定パターンの記数法を16進数または2進数から選択します。この設定に従っ
て，後述の判定パターンの記数形式が変わります。

・サーチ対象データ：Source

サーチ対象データをData1またはData2から選択します。

・判定パターンのデータ長：Data Byte

判定パターンのデータ長を1～8バイトから選択します。この設定に従って，後述の判
定パターンの設定バイト数が変わります。

・判定パターン：Data Pattern

判定パターンの記数法の設定に従い，16進数または2進数で判定パターンを設定します。
・「X」を設定しているビットは判定しません。データがどのステータスでも判定パ
ターンに一致しているものとして扱います。

・ 2進法で設定したビットにXがある場合，記数法を16進法に変えると$を表示します。
・ビットの読み込み方向は解析時の設定と同じです(2-26ページ参照)。

2.5　解析する/サーチする
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● サーチタイプがIndefinite Stateの場合

ビット単位で，Data1またはData2の解析データから不定データをサーチできます。
サーチ対象データをData1またはData2から選択します。

Note
・ 不定データは，常に，設定したステータスと一致していると判定されます。
・ CS信号をONに設定して解析した場合，CS信号のステータスが変化した時点で解析対象
データが区切れたとみなします。この場合は，サーチするときもデータが区切れたとみなし
てサーチされます。たとえば，CS信号の設定を変えて，下図のような合計5バイトの解析対
象データとCS信号を解析した場合，同じ条件ではサーチできません。

・ CS信号をONに設定して解析した場合(CS信号のイネーブルステータス = Lとする)
2つのCSの区間にわたるデータのサーチはできないため，判定パターンのデータ長を4また
は5バイトに設定してサーチできません。

・ どのCS信号もONに設定しないで解析した場合
サーチ対象データのデータ長とCSの区間とは無関係です。判定パターンのデータ長を4また
は5バイトに設定してサーチできます。

Data

CS

8 bits 8 bits 8 bits 8 bits 8 bits

サーチの実行：Next，Prev

NextまたはPrevのソフトキーを押すと，サーチが実行されます。サーチタイプ(パターン
サーチまたは不定データサーチ)によって，次のような動作になります。

・パターンサーチの場合

Next：現在選択されているフレームより後(右方向)のフレームをサーチします。
Prev：現在選択されているフレームより前(左方向)のフレームをサーチします。

・不定データサーチの場合

Next：現在のズーム位置(Z1 Pos)よりも後(右方向)のデータをサーチします。
Prev：現在のズーム位置(Z1 Pos)よりも前(左方向)のデータをサーチします。

●サーチ結果の表示

・パターンサーチの場合

設定したデータパターン(Data1またはData2のパターン)と一致する波形がみつかる
と，そのパターンの先頭にズーム位置(Z1 Pos)が移動します。
すべてのパターンに「X」を設定した場合は，「パターンが設定されていません。」(エ
ラーコード：730)のメッセージが表示されます。

・不定データサーチの場合

不定データの先頭にズーム位置(Z1 Pos)が移動します。

2.5　解析する/サーチする
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2.6 詳細解析結果リストのデータを保存する

詳細解析結果リストのデータをASCII形式で保存できます。

注　　意
ストレージメディアのアクセスインジケータやアイコンが点滅中は，メディア
(ディスク)を取り出したり，電源をOFFにしないでください。メディアが損傷し
たり，メディア上のデータが壊れる恐れがあります。

操　　作

ACTION DELAY

X - Y MENU MENU PHASE

SEARCH
HORIZONTALVERTICAL TRIGGER

TRIG  D

HELP
ESC

SELECTRESET

SIMPLE

MODE POSITION

MATHMISCFILE

CLEAR
TRACE

HISTORY

MEASURE

SETUP

PRESET

DISPLAY

CURSOR

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

POWER

COPY IMAGE   SAVE SHIFT

ZOOM

GO/NO-GO

ENHANCED

ACQ START/STOP

SNAP
SHOT

V DIV TIME DIV

・ 操作途中でメニューから抜け出すには，ソフト
 キーの上部にあるESCを押します。
・ 以下の操作説明では，ジョグシャトル&SELECT
という用語で，ジョグシャトル，SELECT，
RESETを使って，項目を選択/設定したり，数値
を入力するときの操作を示しています。ジョグ

 シャトル，SELECT，RESETを使った操作の詳
細については，DL1700Eシリーズユーザーズマ
ニュアルの4.1節または4.2節をご覧ください。

・ USBキーボードやUSBマウスを使っての操作に
ついては，DL1700Eシリーズユーザーズマニュ
アルの4.3節をご覧ください。

1. FILEを押します。FILEメニューが表示されます。
2. File Itemのソフトキーを押します。File Itemメニューが表示されます。

3. SPI Busのソフトキーを押します。

4. Saveのソフトキーを押します。Saveメニューが表示されます。

保存先のメディア/ディレクトリの選択

5. DL1700Eシリーズユーザーズマニュアル(IM701730-01)の12-14ページの操作
13～15と同じです。

保存するファイル名/コメントの設定

6. DL1700Eシリーズユーザーズマニュアル(IM701730-01)の12-14ページの操作
16～19と同じです。
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保存の実行

7. Save Execのソフトキーを押します。Path=......に表示されたディレクトリへの保
存が実行されます。同時にSave Execソフトキーの名称が，Abortに変わります。

保存の中止

8. Abortのソフトキーを押します。保存が中止されます。同時にAbortソフトキーの
名称が，Save Execに変わります。

File Listウインドウに表示するファイルの指定・プロパティの表示

9. DL1700Eシリーズユーザーズマニュアル(IM701730-01)の12-15ページの操作
22～25と同じです。

解　　説

SPI信号の解析結果をASCII形式でファイル保存できます。SPI信号の詳細解析リストの内
容をそのままファイル保存します。拡張子は「.TXT」です。
ファイルサイズは，次のとおりです。
File Size＝(1データのバイト数*1×解析結果の数)＋44バイト*2

*1 データの種類によって1データのバイト数は異なります。
・ 最小40バイト(Data2)：CSなしの解析データの場合
・ 最大44バイト(CS) ：CS複数の解析で，かつCSにCH4を設定したデータの場合

*2 タイトルのデータサイズは44バイトです。

[保存例]

保存時の注意

・オートネーミング機能をONにしているときに保存できるファイル数は，最大1150ファ
イルです。

・ 1つのディレクトリ内のファイル数とディレクトリ数の合計が2500を超えると，File
Listボックスの内容が表示されなくなります。

2.6　詳細解析結果リストのデータを保存する
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2.7 エラーメッセージ

ご使用中に画面にメッセージが表示されることがあります。その意味と対処方法を説明し
ます。ここでは，SPIバス信号解析機能に関するエラーメッセージだけを記載していま
す。これら以外にも本体および通信関連のエラーメッセージがあります。これらのメッ
セージについては，別冊のDL1700Eシリーズユーザーズマニュアル(IM 701730-01)およ
びDL1700Eシリーズ通信インタフェースユーザーズマニュアル(IM 701730-17)に記載し
てあります。
なお，メッセージは，日本語/英語のどちらかの言語で表示させるかを設定できます。メッ
セージ言語の設定方法については，DL1700Eシリーズユーザーズマニュアル(IM701730-
01)の「15.1　メニューの言語/メッセージの言語を変える，クリック音をON/OFFする」
をご覧ください。
対処方法でサービスが必要なときは，お買い求め先まで修理をお申し付けください。

コード メッセージ 対処方法 ページ

37 解析を中止しました。 － 2-25
Aborted the analysis.

38 データを認識できませんでした。 － 2-5，2-9，
設定を変更するか，波形を再取り込みした後， 2-21，2-25
もう一度実行してください。
Data not detected.
Execute again after changing the setting or
reacquiring the waveform.

739 対象となるデータが存在しません。 解析を実行してください。 2-21，2-25
解析を実行してください。
Analyzed data does not exist.
Execute the analysis.

870 設定できません。無効なバイトもしくは バイト数(Data Byte)を増やしてください。 2-6，2-10
ビットです。
Cannot be specified.  Invalid byte or bit.

871 CSチャネルを指定していないときは，設定 － 2-20，2-26
できません。
Cannot be set when CS channels are not
specified.
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2.8 通信コマンド

ここに記載されているのは，「SPIバス信号解析機能」に関する通信コマンドだけです。
「SPIバス信号解析機能」以外の通信コマンドについては，DL1700Eシリーズ通信インタ
フェースユーザーズマニュアル(IM701730-17)をご覧ください。

コマンド 機能 ページ

SPI Analyzerグループ

:SEARch:SPI? 解析*機能に関するすべての設定の問い合わせ 2-37
:SEARch:SPI:ANALyze? 解析*の実行に関するすべての設定の問い合わせ 2-37
:SEARch:SPI:ANALyze:ABORt 解析*の実行の中止 2-37
:SEARch:SPI:ANALyze:EXECute 解析*の実行 2-37
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup? 解析*条件に関するすべての設定の問い合わせ 2-38
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:BITorder 解析*データのビットオーダーの設定/問い合わせ 2-38
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk? 解析*のクロック信号(Clock)の全設定の問い合わせ 2-38
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:HYSTeresis

解析*のクロック信号(Clock)の検知レベルに対するヒステリシスの設定/ 2-38
問い合わせ

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:LEVel

解析*のクロック信号(Clock)の検知レベルの設定/問い合わせ 2-38
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:POLarity

解析*のクロック信号(Clock)のスロープの設定/問い合わせ 2-38
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS? 解析*のチップセレクト信号(CS)の全設定の問い合わせ 2-38
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:CHANnel<x>?

解析*のチップセレクト信号(CS)の各チャネルの全設定の問い合わせ 2-38
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:CHANnel<x>:LEVel

解析*のチップセレクト信号(CS)の各チャネルのレベルの設定/問い合わせ2-39
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:CHANnel<x>:MODE

解析*で各チャネルをチップセレクト信号(CS)として扱う(ON)/ 2-39
扱わない(OFF)の設定/問い合わせ

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:ESTate解析*のチップセレクト信号(CS)のイネーブルステータスの設定/ 2-39
問い合わせ

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>? 解析*のデータ入出力信号(Data1/Data2)の全設定の問い合わせ 2-39
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>:LEVel

解析*のデータ入出力信号(Data1/Data2)のスレショルドレベルの設定/ 2-39
問い合わせ

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>:MODE

解析*のデータ入出力信号(Data1/Data2)の有効(ON)/無効(OFF)の設定/ 2-39
問い合わせ

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:MPOSition解析*の基準点をマニュアルにしたときの基準点の設定/問い合わせ 2-39
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:RPOint 解析*の基準点をトリガポジションにするか，マニュアルにするかの 2-40

設定/問い合わせ
:SEARch:SPI:LIST? 解析*結果の1バイト分を文字列として出力 2-40
:SEARch:SPI:SEARch? 解析*結果のサーチに関する全設定の問い合わせ 2-40
:SEARch:SPI:SEARch:DATA? 解析*結果のデータパターンによるサーチに関する全設定の問い合わせ 2-40
:SEARch:SPI:SEARch:DATA:BYTE 解析*結果のデータパターンによるサーチのパターンのバイト数の設定/ 2-40

問い合わせ
:SEARch:SPI:SEARch:DATA:HEXa<x> 解析*結果のデータパターンによるサーチのパターンをHEXで設定 2-40
:SEARch:SPI:SEARch:DATA:PATTern<x> 解析*結果のデータパターンによるサーチのパターンをBINARYで設定/ 2-40

問い合わせ
:SEARch:SPI:SEARch:NEXT? 解析*結果のサーチを現バイトより後のデータに対して実行 2-40
:SEARch:SPI:SEARch:PFORmat 解析*結果のデータパターンによるサーチのパターンフォーマットの 2-40

設定/問い合わせ
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コマンド 機能 ページ

:SEARch:SPI:SEARch:PREVious? 解析*結果のサーチを現バイトより前のデータに対して実行 2-41
:SEARch:SPI:SEARch:SOURce 解析*結果のサーチ対象データの設定/問い合わせ 2-41
:SEARch:SPI:SEARch:TYPE 解析*結果のサーチタイプの設定/問い合わせ 2-41
:SEARch:TYPE サーチ方法の設定/問い合わせ 2-41

SPI Fileグループ

:FILE:SAVE:SPI:ABORt 解析*の詳細解析結果リストのデータの保存の中止 2-42
:FILE:SAVE:SPI[:EXECute] 解析*の詳細解析結果リストのデータの保存の実行(オーバラップコマンド) 2-42

SPI Triggerグループ

:TRIGger:SPI? トリガ*に関するすべての設定値の問い合わせ 2-44
:TRIGger:SPI:BCOunt トリガ*のバイトカウントの設定/問い合わせ 2-44
:TRIGger:SPI:SETup? トリガ*設定に関するすべての設定値の問い合わせ 2-44
:TRIGger:SPI:SETup:ABCount トリガ*のBパターンの比較方法の設定/問い合わせ 2-44
:TRIGger:SPI:SETup:APATtern? トリガ*のAパターンに関するすべての設定値の問い合わせ 2-44
:TRIGger:SPI:SETup:APATtern:BYTE トリガ*のAパターンのバイト数の設定/問い合わせ 2-45
:TRIGger:SPI:SETup:APATtern:CONDition

トリガ*のAパターンのコンディションの設定/問い合わせ 2-45
:TRIGger:SPI:SETup:APATtern:HEXa<x>トリガ*のAパターンのパターンを1バイトごとにHEXAで設定 2-45
:TRIGger:SPI:SETup:APATtern:MODE トリガ*のAパターンの有効/無効の設定/問い合わせ 2-45
:TRIGger:SPI:SETup:APATtern:PATTern<x>

トリガ*のAパターンのパターンを1バイトごとにBINARYで設定/ 2-45
問い合わせ

:TRIGger:SPI:SETup:BITorder トリガ*のパターンのビットオーダーの設定/問い合わせ 2-45
:TRIGger:SPI:SETup:BPATtern? トリガ*のBパターンに関するすべての設定値の問い合わせ 2-45
:TRIGger:SPI:SETup:BPATtern:BYTE トリガ*のBパターンのバイト数の設定/問い合わせ 2-45
:TRIGger:SPI:SETup:BPATtern:CONDition

トリガ*のBパターンのコンディションの設定/問い合わせ 2-46
:TRIGger:SPI:SETup:BPATtern:HEXa<x>トリガ*のBパターンのパターンを1バイトごとにHEXAで設定 2-46
:TRIGger:SPI:SETup:BPATtern:MODE トリガ*のBパターンの有効/無効の設定/問い合わせ 2-46
:TRIGger:SPI:SETup:BPATtern:PATTern<x>

トリガ*のBパターンのパターンを1バイトごとにBINARYで設定/ 2-46
問い合わせ

:TRIGger:SPI:SETup:BPATtern:TRACe トリガ*のBパターンとして使用するデータの設定/問い合わせ 2-46
:TRIGger:SPI:SETup:SPOLarity トリガ*のクロック信号(SCK)のエッジのスロープの設定/問い合わせ 2-46
:TRIGger:SPI:SETup:SSENable トリガ*のスレーブセレクト信号(SS)のイネーブルステートの設定/ 2-46

問い合わせ
:TRIGger:TYPE トリガの種類の設定/問い合わせ 2-46

* 本節の各コマンドの機能の説明では，「SPIバス信号解析機能の解析」を省略して「解析」と呼びます。「SPIバス信号解析機能の
トリガ」を省略して「トリガ」と呼びます。

2.8　通信コマンド
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●SPI Analyzerグループ
SPI Analyzaグループは，フロントパネルのSHIFTキー＋ZOOMキーと同様にSPIバス信号解析機能の設定および
問い合わせができます。
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SEARch : DATA : BYTE <Space> <NRf>

?

HEXa <x> <Space>

PA TTern <x> <Space>

?

?

NEXT ?

PFORmat <Space> HEXa

BINar y

?

;

;

<文字列>

<文字列>

PREVious ?

SOURce <Space> DATA1

DATA2

?

TYPE <Space> FRAMe

INDefinite

?

?

?

TYPE <Space>

SPIBus

?

*　電流プローブ設定時は，<電流>となります。

:SEARch:SPI?
機能 解析機能に関するすべての設定値を問い合わせます。
構文 :SEARch:SPI?

例 :SEARCH:SPI? -> :SEARCH:SPI:ANALYZE:

SETUP:CLOCK:LEVEL 0.0E+00;

HYSTERESIS 0.30;POLARITY RISE;:SEARCH:

SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:MODE 1;

LEVEL 0.0E+00,0.0E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:DATA2:MODE 1;

LEVEL 0.0E+00,0.0E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4:MODE 0;

LEVEL 0.0E+00;:SEARCH:SPI:ANALYZE:

SETUP:CS:ESTATE NONE;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:RPOINT TRIGGER;

MPOSITION 0.0000000;BITORDER MSBFIRST;:

SEARCH:SPI:SEARCH:TYPE FRAME;

PFORMAT HEXA;SOURCE DATA1;DATA:BYTE 8;

PATTERN1 "XXXXXXXX";

PATTERN2 "XXXXXXXX";

PATTERN3 "XXXXXXXX";

PATTERN4 "XXXXXXXX";

PATTERN5 "XXXXXXXX";

PATTERN6 "XXXXXXXX";

PATTERN7 "XXXXXXXX";PATTERN8 "XXXXXXXX"

:SEARch:SPI:ANALyze?
機能 解析実行に関するすべての設定値を問い合わせま

す。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE? -> :SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:CLOCK:LEVEL 0.0E+00;

HYSTERESIS 0.30;POLARITY RISE;:SEARCH:

SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:MODE 1;

LEVEL 0.0E+00,0.0E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:DATA2:MODE 1;

LEVEL 0.0E+00,0.0E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4:MODE 0;

LEVEL 0.0E+00;:SEARCH:SPI:ANALYZE:

SETUP:CS:ESTATE NONE;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:RPOINT TRIGGER;

MPOSITION 0.0000000;BITORDER MSBFIRST

:SEARch:SPI:ANALyze:ABORt
機能 解析の実行を中止します。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:ABORt

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:ABORT

:SEARch:SPI:ANALyze:EXECute
機能 解析を実行します。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:EXECute

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:EXECUTE

2.8　通信コマンド



2-38 IM 701730-51

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup?
機能 解析に関するすべての設定値を問い合わせます。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP? -> :SEARCH:

SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:LEVEL 0.0E+00;

HYSTERESIS 0.30;POLARITY RISE;:SEARCH:

SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:MODE 1;

LEVEL 0.0E+00,0.0E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:DATA2:MODE 1;

LEVEL 0.0E+00,0.0E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4:MODE 0;

LEVEL 0.0E+00;:SEARCH:SPI:ANALYZE:

SETUP:CS:ESTATE NONE;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:RPOINT TRIGGER;

MPOSITION 0.0000000;BITORDER MSBFIRST

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:BITorder
機能 解析データのビットオーダーを設定/問い合わせしま

す。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:BITorder

{MSBFirst|LSBFirst}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:BITorder?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:

BITORDER MSBFIRST:SEARCH:SPI:ANALYZE:

SETUP:BITORDER? -> :SEARCH:SPI:ANALYZE:

SETUP:BITORDER MSBFIRST

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk?
機能 解析のクロック信号(Clock)のすべての設定値を問い

合わせます。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK? ->

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

LEVEL 1.000E+00;HYSTERESIS 0.3;

POLARITY RISE

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:

HYSTeresis
機能 解析のクロック信号(Clock)の検知レベルのヒステリ

シスを設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:

HYSTeresis {<NRf>}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:

HYSTeresis?

<NRf>＝0.3～4.0(div，0.1ステップ)
例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

HYSTERESIS 0.5

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

HYSTERESIS? -> :SEARCH:SPI:ANALYZE:

SETUP:CLOCK:HYSTERESIS 0.5

2.8　通信コマンド

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:

LEVel
機能 解析のクロック信号(Clock)の検知レベルを設定/問

い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:LEVel

{<電圧>}
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:LEVel?

<電圧>＝画面8div分(0.01divステップ)
例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

LEVEL1V:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

LEVEL?-> :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:

CLOCK:LEVEL 1.000E+00

解説 CH1に電流プローブが設定されているときは，<電
流>値の設定/問い合わせになります。

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:

POLarity
機能 解析のクロック信号(Clock)のスロープを設定/問い

合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:

POLarity {RISE|FALL}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:

POLarity?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

POLARITY RISE

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

POLARITY? -> :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:

CLOCK:POLARITY RISE

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS?
機能 解析のチップセレクト信号(CS)のすべての設定値を

問い合わせます。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS? ->

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4:

MODE 0;LEVEL 0.0E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:CS:ESTATE NONE

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:

CHANnel<x>?
機能 解析のチップセレクト信号(CS)の各チャネルのすべ

ての設定値を問い合わせます。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:

CHANnel<x>?

<x>＝4
例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:

CHANNEL4?-> :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:

CS:CHANNEL4:MODE 1;LEVEL 1.000E+00
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:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:

CHANnel<x>:LEVel
機能 解析のチップセレクト信号(CS)の各チャネルのレベ

ルを設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:

CHANnel<x>:LEVel {<電圧>}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:CHANnel4:

LEVel?

<x>＝4
<電圧>＝画面8div分(0.01divステップ)

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4:

LEVEL 1V

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4:

LEVEL? -> :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:

CS:CHANNEL4:LEVEL 1.000E+00

解説 電流プローブ設定時は，<電流>値の設定/問い合わ
せになります。

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:

CHANnel<x>:MODE
機能 解析で各チャネルをチップセレクト信号(CS)として

扱う(ON)/扱わない(OFF)を設定/問い合わせしま
す。

構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:CHANnel4:

MODE {<Boolean>}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:CHANnel4:

MODE?

<x>＝4
例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4:

MODE ON

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4:

MODE? -> :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:

CHANNEL4:MODE 1

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:ESTate
機能 解析のチップセレクト信号(CS)のイネーブルステー

タスを設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:ESTate

{HIGH|LOW|DONTcare}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:ESTate?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:ESTATE LOW

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:ESTATE? ->

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:ESTATE LOW

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>?
機能 解析のデータ入出力信号(Data1/Data2)のすべての

設定値を問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>?

<x>＝1，2
例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1? ->

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:MODE 1;

LEVEL 1.000E+00,0.000E+00

2.8　通信コマンド

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>:

LEVel
機能 解析のデータ入出力信号(Data1/Data2)のスレショ

ルドレベルを設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>:LEVel

{<電圧>,<電圧>}
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>:

LEVel?

<電圧>＝画面8div分(0.01divステップ)
<x>＝1，2

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:

LEVEL1V,0V

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:

LEVEL? -> :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:

DATA1:LEVEL 1.000E+00,0.000E+00

解説 <x>＝1のときは，CH2の入力がデータ信号になりま
す。<x>＝2のときは，CH3の入力がデータ信号にな
ります。CH2，CH3に電流プローブが設定されてい
るときは，<電流>値の設定/問い合わせになりま
す。

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>:

MODE
機能 解析のデータ入出力信号(Data1/Data2)の有効(ON)/

無効(OFF)を設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>:MODE

{<Boolean>}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>:MODE?

<x>＝1，2
例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:MODE ON

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:MODE?

-> :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:

MODE 1

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:MPOSition
機能 解析の基準点をマニュアルにしたときの基準点を設

定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:MPOSition

{<NRf>}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:MPOSition?

<NRf>＝－5～5div(10div/表示レコード長ステップ)
例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:

MPOSITION -4.000

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:MPOSITION? ->

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:

MPOSITION -4.00000
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:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:RPOint
機能 解析の基準点をトリガポジションにするか，マニュ

アルにするかを設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:RPOint

{TRIGger|MANual}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:RPOint?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:

RPOINT TRIGGER

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:RPOINT? ->

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:

RPOINT TRIGGER

:SEARch:SPI:LIST?
機能 解析結果の1バイト分を文字列として出力します。
構文 SEARch:SPI:LIST? {<NRf>}

<NRf>＝－80000～80000
例 :SEARCH:SPI:LIST? 1 ->

" 10.024 01010101 00000010 L"

:SEARch:SPI:SEARch?
機能 解析結果のサーチに関するすべての設定値を問い合

わせます。
構文 :SEARch:SPI:SEARch?

例 SEARCH:SPI:SEARCH? -> :SEARCH:SPI:

SEARCH:TYPE FRAME;PFORMAT BINARY;

SOURCE DATA1;DATA:BYTE 8;

PATTERN1 "10X10X10";

PATTERN2 "0X10X10X";

PATTERN3 "X10X10X1";

PATTERN4 "01X01X01";

PATTERN5 "1X01X01X";

PATTERN6 "X01X01X0";

PATTERN7 "X10X10X1";PATTERN8 "11010101"

:SEARch:SPI:SEARch:DATA?
機能 解析結果のデータパターンによるサーチに関するす

べての設定値を問い合わせます。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:DATA?

例 :SEARCH:SPI:SEARCH:DATA? ->

:SEARCH:SPI:SEARCH:DATA:BYTE 8;

PATTERN1 "10X10X10";

PATTERN2 "0X10X10X";

PATTERN3 "X10X10X1";

PATTERN4 "01X01X01";

PATTERN5 "1X01X01X";

PATTERN6 "X01X01X0";

PATTERN7 "X10X10X1";PATTERN8 "11010101"

:SEARch:SPI:SEARch:DATA:BYTE
機能 解析結果のデータパターンによるサーチのパターン

のバイト数を設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:DATA:BYTE {<NRf>}

:SEARch:SPI:SEARch:DATA:BYTE?

<NRf>＝1～8
例 :SEARCH:SPI:SEARCH:DATA:BYTE 8

:SEARCH:SPI:SEARCH:DATA:BYTE? ->

:SEARCH:SPI:SEARCH:DATA:BYTE 8

:SEARch:SPI:SEARch:DATA:HEXa<x>
機能 解析結果のデータパターンによるサーチのパターン

をHEXで設定します。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:DATA:HEXa<x> {<文字列

>}

<文字列>＝'0'～'F'，'X'の組み合わせ2文字
<x>＝1～8

例 :SEARCH:SPI:SEARCH:DATA:HEXA1 "1A"

:SEARch:SPI:SEARch:DATA:PATTern<x>
機能 解析結果のデータパターンによるサーチのパターン

をBINARYで設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:DATA:PATTern<x> {<文

字列>}
:SEARch:SPI:SEARch:DATA:PATTern<x>?

<文字列>＝'0'，'1'，'X'の組み合わせ8文字
<x>＝1～8

例 :SEARCH:SPI:SEARCH:DATA:

PATTERN1 "10X10X10"

:SEARCH:SPI:SEARCH:DATA:PATTERN1? ->

:SEARCH:SPI:SEARCH:DATA:

PATTERN1 "10X10X10"

:SEARch:SPI:SEARch:NEXT?
機能 解析結果のサーチを現バイトより後のデータに対し

て行い，サーチ位置を返します。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:NEXT?

例 :SEARCH:SPI:SEARCH:NEXT? -> 10

解説 サーチが成功した場合は，－80000～80000の値が
返ります。失敗した場合は，「NAN」が返ります。

:SEARch:SPI:SEARch:PFORmat
機能 解析結果のデータパターンによるサーチのパターン

フォーマットを設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:PFORmat

{HEXa|BINary}

:SEARch:SPI:SEARch:PFORmat?

例 :SEARCH:SPI:SEARCH:PFORMAT BINARY

:SEARCH:SPI:SEARCH:PFORMAT? ->

:SEARCH:SPI:SEARCH:PFORMAT BINARY

2.8　通信コマンド



2-41IM 701730-51

S
P
I

バ
ス
信
号
解
析
機
能

1

2

3

索

:SEARch:SPI:SEARch:PREVious?
機能 解析結果のサーチを現バイトより前のデータに対し

て行い，サーチ位置を返します。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:PREVious?

例 :SEARCH:SPI:SEARCH:PREVIOUS? -> -10

解説 サーチが成功した場合は，－80000～80000の値が
返ります。失敗した場合は，「NAN」が返ります。

:SEARch:SPI:SEARch:SOURce
機能 解析結果のサーチ対象データを設定/問い合わせしま

す。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:SOURce {DATA1|DATA2}

:SEARch:SPI:SEARch:SOURce?

例 :SEARCH:SPI:SEARCH:SOURCE DATA1

:SEARCH:SPI:SEARCH:SOURCE? ->

:SEARCH:SPI:SEARCH:SOURCE DATA1

:SEARch:SPI:SEARch:TYPE
機能 解析結果のサーチタイプを設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:TYPE

{FRAMe|INDefinite}

:SEARch:SPI:SEARch:TYPE?

例 :SEARCH:SPI:SEARCH:TYPE FRAME

:SEARCH:SPI:SEARCH:TYPE? ->

:SEARCH:SPI:SEARCH:TYPE FRAME

:SEARch:TYPE
機能 サーチ方法を設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:TYPE {SPATtern|WIDTh|EDGE|

PPATtern|ASCRoll|SPIBus}

:SEARch:TYPE?

例 :SEARCH:TYPE SPIBUS

:SEARCH:TYPE? -> :SEARCH:TYPE SPIBUS

2.8　通信コマンド
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●SPI Fileグループ
SPI Fileグループは，フロントパネルのFILEキーと同様にSPIバス信号の詳細解析結果リストのデータの保存の実行/
中止ができます。

:FILE :

SAVE :

SPI :

ABORt

EXECute

?

;

;

:FILE:SAVE:SPI:ABORt
機能 解析の詳細解析結果リストのデータをASCII形式で

保存するのを中止します。
構文 :FILE:SAVE:SPI:ABORt

例 :FILE:SAVE:SPI:ABORT

:FILE:SAVE:SPI[:EXECute]
機能 解析の詳細解析結果リストのデータをASCII形式で

保存します。オーバラップコマンドです。
構文 :FILE:SAVE:SPI[:EXECute]

例 :FILE:SAVE:SPI:EXECUTE

2.8　通信コマンド
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●SPI Triggerグループ
SPI Triggerグループは，フロントパネルのENHANCEDキーと同様にSPIバス信号解析機能のトリガの設定および
問い合わせができます。

SPI : BCOunt <Space> X

<NRf>

?

SETup : ABCount <Space> ANYWhere

FIRStbyte

?

APATtern : BYTE <Space> <NRf>

?

CONDition <Space> TRUE

FALSe

?

HEXa <x> <Space>

MODE <Space> OFF

ON

<NRf>

?

PA TTern <x> <Space>

?

?

BPATtern : BYTE <Space> <NRf>

?

CONDition <Space> TRUE

FALSe

?

HEXa <x> <Space>

MODE <Space> OFF

ON

<NRf>

?

PA TTern <x> <Space> ＜文字列＞

＜文字列＞

＜文字列＞

＜文字列＞

?

TRACe <Space> <NRf>

?

?

::TRIGger

;

;

;

;

;

BITorder <Space> MSBFirst

LSBFirst

?

SPOLarity <Space> RISE

FALL

?

?

?

TYPE <Space>

SPIBus

?

SSENable <Space> HIGH

LOW

?

2.8　通信コマンド
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:TRIGger:SPI?
機能 トリガに関するすべての設定値を問い合わせます。
構文 :TRIGger:SPI?

例 :TRIGGER:SPI? -> :TRIGGER:SPI:

COMBINATION ONLY;SETUP:SPOLARITY RISE;

APATTERN:MODE 0;BYTE 8;CONDITION TRUE;

PATTERN1 "XXXXXXXX";

PATTERN2 "XXXXXXXX";

PATTERN3 "XXXXXXXX";

PATTERN4 "XXXXXXXX";

PATTERN5 "XXXXXXXX";

PATTERN6 "XXXXXXXX";

PATTERN7 "XXXXXXXX";

PATTERN8 "XXXXXXXX";:TRIGGER:SPI:SETUP:

BPATTERN:TRACE 2;MODE 0;BYTE 8;

CONDITION TRUE;PATTERN1 "XXXXXXXX";

PATTERN2 "XXXXXXXX";

PATTERN3 "XXXXXXXX";

PATTERN4 "XXXXXXXX";

PATTERN5 "XXXXXXXX";

PATTERN6 "XXXXXXXX";PATTERN7

"XXXXXXXX";PATTERN8 "XXXXXXXX";:

TRIGGER:SPI:SETUP:ABCOUNT FIRSTBYTE;:

TRIGGER:SPI:BCOUNT 0

:TRIGger:SPI:BCOunt
機能 トリガのバイトカウントを設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:SPI:BCOunt {<NRf>|<x>}

:TRIGger:SPI:BCOunt?

<NRf>＝0～1000
例 :TRIGGER:SPI:BCOUNT 1

:TRIGGER:SPI:BCOUNT? ->

:TRIGGER:SPI:BCOUNT 1

:TRIGger:SPI:SETup?
機能 トリガ設定に関するすべての設定値を問い合わせま

す。
構文 :TRIGger:SPI:SETup?

例 :TRIGGER:SPI:SETUP? -> :TRIGGER:SPI:

SETUP:SPOLARITY RISE;APATTERN:MODE 0;

BYTE 8;CONDITION TRUE;

PATTERN1 "XXXXXXXX";

PATTERN2 "XXXXXXXX";

PATTERN3 "XXXXXXXX";

PATTERN4 "XXXXXXXX";

PATTERN5 "XXXXXXXX";

PATTERN6 "XXXXXXXX";

PATTERN7 "XXXXXXXX";

PATTERN8 "XXXXXXXX";:TRIGGER:SPI:SETUP:

BPATTERN:TRACE 2;MODE 0;BYTE 8;

CONDITION TRUE;PATTERN1 "XXXXXXXX";

PATTERN2 "XXXXXXXX";

PATTERN3 "XXXXXXXX";

PATTERN4 "XXXXXXXX";

PATTERN5 "XXXXXXXX";

PATTERN6 "XXXXXXXX";

PATTERN7 "XXXXXXXX";

PATTERN8 "XXXXXXXX";:TRIGGER:SPI:SETUP:

ABCOUNT FIRSTBYTE

:TRIGger:SPI:SETup:ABCount
機能 トリガのBパターンの比較方法を設定/問い合わせし

ます。
構文 :TRIGger:SPI:SETup:ABCount

{FIRStbyte|ANYWhere}

:TRIGger:SPI:SETup:ABCount?

例 :TRIGGER:SPI:SETUP:ABCOUNT FIRSTBYTE

:TRIGGER:SPI:SETUP:ABCOUNT? ->

:TRIGGER:SPI:SETUP:ABCOUNT FIRSTBYTE

:TRIGger:SPI:SETup:APATtern?
機能 トリガのAパターンに関するすべての設定値を問い

合わせます。
構文 :TRIGger:SPI:SETup:APATtern?

例 :TRIGGER:SPI:SETUP:APATTERN? ->

:TRIGGER:SPI:SETUP:APATTERN:MODE 0;

BYTE 8;CONDITION TRUE;

PATTERN1 "XXXXXXXX";

PATTERN2 "XXXXXXXX";

PATTERN3 "XXXXXXXX";

PATTERN4 "XXXXXXXX";

PATTERN5 "XXXXXXXX";

PATTERN6 "XXXXXXXX";

PATTERN7 "XXXXXXXX";PATTERN8 "XXXXXXXX"

2.8　通信コマンド
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:TRIGger:SPI:SETup:APATtern:BYTE
機能 トリガのAパターンのバイト数を設定/問い合わせし

ます。
構文 :TRIGger:SPI:SETup:APATtern:BYTE

{<NRf>}

:TRIGger:SPI:SETup:APATtern:BYTE?

<NRf>＝1～8
例 :TRIGGER:SPI:SETUP:APATTERN:BYTE 1

:TRIGGER:SPI:SETUP:APATTERN:BYTE? ->

:TRIGGER:SPI:SETUP:APATTERN:BYTE 1

:TRIGger:SPI:SETup:APATtern:

CONDition
機能 トリガのAパターンのコンディションを設定/問い合

わせします。
構文 :TRIGger:SPI:SETup:APATtern:CONDition

{TRUE|FALSe}

:TRIGger:SPI:SETup:APATtern:CONDition?

例 :TRIGGER:SPI:SETUP:APATTERN:

CONDITION TRUE

:TRIGGER:SPI:SETUP:APATTERN:

CONDITION? -> :TRIGGER:SPI:SETUP:

APATTERN:CONDITION TRUE

:TRIGger:SPI:SETup:APATtern:HEXa<x>
機能 トリガのAパターンのパターンを1バイトごとに

HEXAで設定します。
構文 :TRIGger:SPI:SETup:APATtern:HEXa<x> {<

文字列>}

:TRIGger:SPI:SETup:APATtern:HEXa<x>?

<文字列>＝'0'～'F'，'X'の組み合わせ2文字
<x>＝1～8

例 :TRIGGER:SPI:SETUP:APATTERN:HEXA1 "1A"

:TRIGGER:SPI:SETUP:APATTERN:HEXA1? ->

:TRIGGER:SPI:SETUP:APATTERN:HEXA1 "1A"

:TRIGger:SPI:SETup:APATtern:MODE
機能 トリガのAパターンの有効(ON)/無効(OFF)を設定/

問い合わせします。
構文 :TRIGger:SPI:SETup:APATtern:MODE

{<Boolean>}

:TRIGger:SPI:SETup:APATtern:MODE?

例 :TRIGGER:SPI:SETUP:APATTERN:MODE ON

:TRIGGER:SPI:SETUP:APATTERN:MODE? ->

:TRIGGER:SPI:SETUP:APATTERN:MODE 1

:TRIGger:SPI:SETup:APATtern:

PATTern<x>
機能 トリガのAパターンのパターンを1バイトごとに

BINARYで設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:SPI:SETup:APATtern:PATTern<x>

{<文字列>}

:TRIGger:SPI:SETup:APATtern:PATTern<x>?

<文字列>＝'0'，'1'，'X'の組み合わせ8文字
<x>＝1～8

例 :TRIGGER:SPI:SETUP:APATTERN:

PATTERN1 "10X10X10"

:TRIGGER:SPI:SETUP:APATTERN:PATTERN1?

-> :TRIGGER:SPI:SETUP:APATTERN:

PATTERN1 "10X10X10"

:TRIGger:SPI:SETup:BITorder
機能 トリガのパターンのビットオーダーを設定/問い合わ

せします。
構文 :TRIGger:SPI:SETup:BITorder

{MSBFirst|LSBFirst}

:TRIGger:SPI:SETup:BITorder?

例 :TRIGGER:SPI:SETUP:BITORDER MSBFIRST

:TRIGGER:SPI:SETUP:BITORDER? ->

:TRIGGER:SPI:SETUP:BITORDER MSBFIRST

:TRIGger:SPI:SETup:BPATtern?
機能 トリガのBパターンに関するすべての設定値を問い

合わせます。
構文 :TRIGger:SPI:SETup:BPATtern?

例 :TRIGGER:SPI:SETUP:BPATTERN? ->

:TRIGGER:SPI:SETUP:BPATTERN:TRACE 2;

MODE 0;BYTE 8;CONDITION TRUE;

PATTERN1 "XXXXXXXX";

PATTERN2 "XXXXXXXX";

PATTERN3 "XXXXXXXX";

PATTERN4 "XXXXXXXX";

PATTERN5 "XXXXXXXX";

PATTERN6 "XXXXXXXX";

PATTERN7 "XXXXXXXX";PATTERN8 "XXXXXXXX"

:TRIGger:SPI:SETup:BPATtern:BYTE
機能 トリガのBパターンのバイト数を設定/問い合わせし

ます。
構文 :TRIGger:SPI:SETup:BPATtern:BYTE

{<NRf>}

:TRIGger:SPI:SETup:BPATtern:BYTE?

<NRf>＝1～8
例 :TRIGGER:SPI:SETUP:BPATTERN:BYTE 1

:TRIGGER:SPI:SETUP:BPATTERN:BYTE? ->

:TRIGGER:SPI:SETUP:BPATTERN:BYTE 1

2.8　通信コマンド
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:TRIGger:SPI:SETup:BPATtern:

CONDition
機能 トリガのBパターンのコンディションを設定/問い合

わせします。
構文 :TRIGger:SPI:SETup:BPATtern:CONDition

{TRUE|FALSe}

:TRIGger:SPI:SETup:BPATtern:CONDition?

例 :TRIGGER:SPI:SETUP:BPATTERN:

CONDITION TRUE

:TRIGGER:SPI:SETUP:BPATTERN:CONDITION?

-> :TRIGGER:SPI:SETUP:BPATTERN:

CONDITION TRUE

:TRIGger:SPI:SETup:BPATtern:HEXa<x>
機能 トリガのBパターンのパターンを1バイトごとに

HEXAで設定します。
構文 :TRIGger:SPI:SETup:BPATtern:HEXa<x> {<

文字列>}

:TRIGger:SPI:SETup:BPATtern:HEXa<x>?

<文字列>＝'0'～'F'，'X'の組み合わせ2文字
<x>＝1～8

例 :TRIGGER:SPI:SETUP:BPATTERN:HEXA1 "1B"

:TRIGGER:SPI:SETUP:BPATTERN:HEXA1? ->

:TRIGGER:SPI:SETUP:BPATTERN:HEXA1 "1B"

:TRIGger:SPI:SETup:BPATtern:MODE
機能 トリガのBパターンの有効(ON)/無効(OFF)を設定/

問い合わせします。
構文 :TRIGger:SPI:SETup:BPATtern:MODE

{<Boolean>}

:TRIGger:SPI:SETup:BPATtern:MODE?

例 :TRIGGER:SPI:SETUP:BPATTERN:MODE ON

:TRIGGER:SPI:SETUP:BPATTERN:MODE? ->

:TRIGGER:SPI:SETUP:BPATTERN:MODE 1

:TRIGger:SPI:SETup:BPATtern:

PATTern<x>
機能 トリガのBパターンのパターンを1バイトごとに

BINARYで設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:SPI:SETup:BPATtern:PATTern<x>

{<文字列>}

:TRIGger:SPI:SETup:BPATtern:PATTern<x>?

<文字列>＝'0'，'1'，'X'の組み合わせ8文字
<x>＝1～8

例 :TRIGGER:SPI:SETUP:BPATTERN:PATTERN1

"10X10X10"

:TRIGGER:SPI:SETUP:BPATTERN:PATTERN1?

-> :TRIGGER:SPI:SETUP:BPATTERN:

PATTERN1 "10X10X10"

:TRIGger:SPI:SETup:BPATtern:TRACe
機能 トリガのBパターンとして使用するデータを設定/問

い合わせします。
構文 :TRIGger:SPI:SETup:BPATtern:TRACe

{<NRf>}

:TRIGger:SPI:SETup:BPATtern:TRACe?

<NRf>＝2，3
例 :TRIGGER:SPI:SETUP:BPATTERN:TRACE 2

:TRIGGER:SPI:SETUP:BPATTERN:TRACE? ->

:TRIGGER:SPI:SETUP:BPATTERN:TRACE 2

:TRIGger:SPI:SETup:SPOLarity
機能 トリガのクロック信号(SCK)のエッジのスロープを

設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:SPI:SETup:SPOLarity

{RISE|FALL}

:TRIGger:SPI:SETup:SPOLarity?

例 :TRIGGER:SPI:SETUP:SPOLARITY RISE

:TRIGGER:SPI:SETUP:SPOLARITY? ->

:TRIGGER:SPI:SETUP:SPOLARITY RISE

:TRIGger:SPI:SETup:SSENable
 機能 トリガのスレーブセレクト信号(SS)のイネーブルス

テートを設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:SPI:SETup:SSENable {HIGH|LOW}

:TRIGger:SPI:SETup:SSENable?

例 :TRIGGER:SPI:SETUP:SSENABLE HIGH

:TRIGGER:SPI:SETUP:SSENABLE? ->

:TRIGGER:SPI:SETUP:SSENABLE HIGH

:TRIGger:TYPE
機能 トリガの種類を設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:TYPE {ABN|ADB|PATTern|WIDTh|

OR|TV|SIMPle|SPIBus}

:TRIGger:TYPE?

例 :TRIGGER:TYPE SPIBUS

:TRIGGER:TYPE? -> :TRIGGER:TYPE SPIBUS

2.8　通信コマンド
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3.1 I2Cバス信号解析機能

適用バス

項目 仕様

I2Cバス バス転送レート ： 最大3.4Mbit/s
アドレスモード ： 7bits

SMバス System Management Bus準拠。

トリガ機能

項目 仕様

トリガソース CH1 ：SCL
CH2 ：SDA
CH3～CH4 ：アナログ信号入力

I2Cバス信号トリガの 下記のスタートコンディション/ストップコンディションを選択可能。
スタートコンディション/ ・リスタートコンディションを無視する/無視しない
ストップコンディション ・プロトコルから外れたスタートコンディション/ストップコンディションを無視する/無視しない

I2Cバス信号のトリガ 下記の2つのトリガタイプを選択可能。
・Address&Data ：設定されたアドレスおよびデータとの比較でトリガ
・Non-ACK ：アクノレッジがない場合にトリガ
Address＆Dataトリガは，下記の5つの組み合わせ(AND条件)でトリガ 。Start Conditionと
Byte Countは常に有効で，Address，Data1，Data2は有効/無効を選択可能。
・Start Condition ：スタートコンディションでトリガ。
・Address ：アドレス(7ビットアドレスとR/W

_
の合計8ビット)と比較しTrue/Falseで

トリガ。
・Data1 ：アドレス直後のデータと比較しTrue/Falseでトリガ。比較するデータ長

は1バイト。
・Byte Count ：スタートコンディション直後(アドレスが有効の場合はアドレス直後，デー

タ1が有効の場合はデータ1直後)から設定したバイトだけ経過したところ
でトリガ。設定範囲は0～9999。

・Data2 ：バイトカウント経過後のデータと比較しTrue/Falseでトリガ。
比較するデータ長は1～2バイトを選択可能。
バイトカウント経過直後だけ比較するかストップコンディションまで比較
し続けるか選択可能。

コンビネーショントリガ CH3～CH4のアナログ信号とI2Cバス信号(CH1，CH2)を組み合わせてトリガが可能。
・I2C Only ：I2Cバス信号のトリガ条件だけでトリガ。
・I2C on Pattern ：CH3～CH4のパラレルパターンのTrue/Falseに対して，I2Cバス信号のト

リガ条件の成立でトリガ。
・I2C -> Pattern ：I2Cバス信号のトリガ条件成立後にCH3～CH4のパラレルパターンのトリ

ガ条件の成立でトリガ。

解析機能

項目 仕様

信号入力 CH1(SCL)，CH2(SDA)，またはCH3(SCL)，CH4(SDA)を選択。

解析可能データ数 最大40000バイト分(基準点前後20000バイト)

解析結果表示 下記の2種類の方法で解析結果を表示可能。
・波形および解析結果リスト
波形と解析結果リスト(No.(解析番号)/Hex(解析データのヘキサ表示)/Ack(Acknowledgeビッ
トの状態))を同時表示。

・詳細解析結果リスト
解析結果リストの詳細。No.(解析番号とスタートコンディション/ストップコンディション)/
Time(解析基準点からの時間)/Binary(解析データのバイナリ表示)/Hex(解析データのヘキサ表
示)/Ack(Acknowledgeビットの状態)を表示。

第3章 仕様
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サーチ機能

項目 仕様

データサーチ 下記の2種類のサーチが可能。ただし，同時に2種類のサーチの実行は不可。
・パターンサーチ(Byte Pattern)
アドレスパターン/データパターン/Acknowledgeビットの状態を設定して波形をサーチ可
能。条件と一致する波形がみつかると，ズームボックスがそのポイントに移動して指定した波
形を表示。

・不定データサーチ(Indefinite State)
不定データをサーチ可能。

解析結果保存機能

項目 仕様

詳細解析結果リストの 詳細解析結果リストのデータをASCII形式で保存可能(拡張子：TXT)。
データ保存

3.1　I2Cバス信号解析機能
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3.2 SPIバス信号解析機能

トリガ機能

項目 仕様

トリガソース CH1 ：SCK
CH2 ：MOSI
CH3 ：MISO
CH4 ：SS

SPIバス信号のトリガ 下記の4つの組み合わせ(AND条件)でトリガ 。Assertion of SSとByte Countは常に有効で，
A PatternとB Patternは有効/無効を選択可能。
・Assertion of SS：SSのアサートでトリガ。
・A Pattern ：SSのアサート直後のMOSIのデータと比較しTrue/Falseでトリガ。比較

するデータ長は1～8バイトを選択可能。
・Byte Count ：SSのアサート直後(Aパターンが有効の場合はAパターン直後)から設定し

たバイトだけ経過したところでトリガ。設定範囲は0～1000。
・B Pattern ：バイトカウント経過後のデータと比較しTrue/Falseでトリガ。比較する

データはMOSIかMISOが選択可能。データ長は1～8バイトを選択可能。
バイトカウント経過直後だけ比較するかSSがネゲートされるまで比較し
続けるか選択可能。

解析機能

項目 仕様

信号入力 CH1 ：Clock信号(SCK)
CH2 ：Data1(MOSI)
CH3 ：Data2(MISO)
CH4 ：CS信号(SS)

解析可能データ数 最大80000バイト分(基準点前後40000バイト)

解析結果表示 下記の2種類の方法で解析結果を表示可能。
・波形および解析結果リスト
波形と解析結果リスト(No.(解析番号)/Dt1(Data1の値のヘキサ表示)/Dt2(Data2の値のヘキサ
表示)/CS(CS信号のステータスまたは優先順位が高いCS信号名))を同時表示。

・詳細解析結果リスト
解析結果リストの詳細。No.(解析番号)/Time(解析基準点からの時間)/Dt1(Data1の値のヘキ
サまたはバイナリ表示)/Dt2(Data2の値のヘキサまたはバイナリ表示)/CS(CS信号のステータ
スまたは優先順位が高いCS信号名)を表示。

サーチ機能

項目 仕様

データサーチ 下記の2種類のサーチが可能。ただし，同時に2種類のサーチの実行は不可。
・パターンサーチ(Frame Pattern)
データのパターンを指定して波形をサーチ可能。パターンと一致する波形がみつかると，ズー
ムボックスがそのポイントに移動して指定した波形を表示。

・不定データサーチ(Indefinite State)
不定データをサーチ可能。

解析結果保存機能

項目 仕様

詳細解析結果リストの 詳細解析結果リストのデータをASCII形式で保存可能(拡張子：TXT)。
データ保存
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